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清久さくらまつり
　４月２日㈰、清久さくら通りで、
「第24回清久さくらまつり」が行われ
ました。
　桜は例年より開花が遅く、３分咲き
程度でしたが、暖かな春の日差しの
下、清久小学校の鼓笛演奏や、久喜南
中学校吹奏楽部の演奏、地域の団体に
よる発表・出店で、会場はとてもにぎ
わっていました。

主 な 内 容
●みんなでつくる福祉のまち
　第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定
●平成29年度の市民参加計画を公表します
●第２次久喜市行政改革大綱を策定しました
●持続的に発展するまちづくりをすすめるため久喜市
　中小企業・小規模企業振興基本条例を制定しました

広報

…… 2～3
………… 4～5
…………… 6

… 7

『広報くき』『広報くきお知らせ版』は、市内各公共施設などに置いています。
また、市ホームページ（http://www.city.kuki.lg.jp）やマチイロ（スマートフォン
アプリ）からも、ご覧になれます。
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みんなでつくる福祉のまち

第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画策定
　第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画の策定にあたっては、市と社会福祉協議会で協議を重ねるとともに、市の
皆さんのニーズを把握するため、地域福祉に関するアンケート調査や地域福祉推進のためのワークショップを開催す
るなど、市の皆さんの多様な意見を集約し参考にしました。
　今後、本計画の基本理念である「ともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくり」の実現を目指
して、地域福祉の担い手である地域住民の主体性を最大限に尊重し、それぞれの取り組みを進めていきます。
　なお、本計画は、市ホームページでもご覧になれます。� 問合せ　社会福祉課社会福祉係（内線3221）

計画期間…平成29年度から平成34年度までの６年間

基本理念『ともに生き、ともに安心して暮らすことのできる地域社会づくり』

計画の目的
　市民の抱える健康福祉ニーズの多様化に対応するため、健康福祉施策の充実に努めるとともに、市民一人ひとりが
生きがいのある暮らしができる地域社会づくりを目指して、地域福祉推進のための基盤や体制をつくる本市の「地域
福祉計画」と、それを実行するための市民の活動・行動のあり方を定める社会福祉協議会の「地域福祉活動計画」を
一体的に策定した公私協働計画として、中長期的視点に立った本市の地域福祉行政の運営と、市民や各種団体、ボラ
ンティアなど民間の活動や行動の総合的な指針としての役割を担った計画です。

地域福祉のイメージ

家族の送迎や付き添いを
理由に仕事を休めない 

近くにお店がなく
買い物にもいけない 

身近に子育ての悩みを
相談し合える人がいない 

家に引きこもっている
家族がいる  

ひとり暮らしで
話し相手がほしい 

どこに相談してよいか
わからない  

災害が起きたとき、誰かの
助けがないと避難できない

電球の交換などちょっとした
ことが頼めない  

地域の中にはいろいろな「困った」を抱えた人が生活しています。
これらを解決したり、暮らしやすい環境づくりをしていかなければなりません。

しかし、行政の行うサービスだけでは難しくなってきています。
地域で暮らす誰もが、地域福祉の対象者にも担い手にもなります。

基本目標
１．いきいきと自分らしく暮らすことができる地域づくり
重点施策
⑴�福祉教育（学習）を充実し、一人ひとりの意識を高めます。
⑵�ボランティア活動などの地域福祉活動を活発にします。

２．お互い様の気持ちで支え合う地域づくり
重点施策
⑴�ふれあいと交流を大切にする場づくりを推進します。
⑵��災害時の備えや孤立を防止するための地域の見守り体
制を強化します。

３．みんなで暮らせるまちづくり
重点施策
⑴�高齢者や障がい者、子育て世帯の地域生活を支援します。
⑵�孤立しがちな生活困窮者の自立を支援します。
⑶�地域包括ケアのネットワークづくりを推進します。

４．サービスを利用しやすい環境づくり
重点施策
⑴�わかりやすく行き届くように情報を提供します。
⑵�信頼される相談しやすい体制を整えます。
⑶�権利擁護体制を充実します。
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」
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―
―　

は
つ
ら
つ
体
操
を
行
う
こ
と
で
、
ど
ん
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
か
。

菅
野　

全
身
を
ほ
ぐ
し
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
機
能
向
上

さ
せ
、
血
液
循
環
を
良
く
す
る
こ
と
で
健
康
を
維
持

す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

―
―
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野　

片
足
立
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上
げ
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ろ
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ご
紹
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す
。

①　

腰
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両
手
を
当
て
ア
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片
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立
ち
に
な
り
、
上

げ
た
足
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45
度
イ
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す
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②　
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に
、
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げ
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４
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け
て
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く
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戻
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す
（
ウ
→
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）。

③　

①
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②
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５
～
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行
い
ま
す
。

④　
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に
つ
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を
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い
ま
す
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こ
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力
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じ
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―
―
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は
つ
ら
つ
運
動
教
室
は
比
較
的
小
さ
な
会

場
で
、
養
成
講
座
を
受
け
た
介
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予
防
ボ
ラ
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ィ

ア
の
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つ
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」
が
、
ご
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集
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者
の
方
と
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緒
に
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を
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っ
て
い
ま
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よ
ね
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菅
野　

そ
う
な
ん
で
す
。
は
つ
ら
つ
運
動
教
室
の
も

う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
顔
見
知
り
の
方
た
ち
の

中
で
定
期
的
に
、
継
続
的
に
体
操
を
行
え
る
よ
う
に

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
楽
し
い
と
生
活
自
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が
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し
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す
し
、
ひ
い
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は
街
の
活
性
化
と
い
い
ま
す

か
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
街
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

みんなでつくる福祉のまちをめざして

◆期待される市民の取り組み
　地域福祉の担い手として、まずは身近なところで声か
けや手伝いなど自分がすぐに取り組めることを実践し、
地域福祉活動へつなげていくことが期待されます。

◆期待される地域団体等の取り組み
　市民に最も身近な組織である区長会や自治会、地区コ
ミュニティ協議会、老人クラブ、市民活動を行うＮＰＯ
等の団体については、市民が具体的な活動への第一歩を
踏み出すきっかけづくりとしての役割が期待されます。

◆社会福祉協議会の役割
　地域福祉推進の中核を担う組織として、市と協働して
地区あったか会議をはじめ、区長会や自治会、地区コミュ
ニティ協議会、民生委員・児童委員協議会、ボランティ
ア、ＮＰＯ、福祉施設等との連携をさらに深め、計画を
推進していきます。

◆市の役割
　全庁的な体制のもと、横断的な視点で各事業を実施す
るとともに、社会福祉協議会、地域で福祉活動を行う関
係団体等と連携・協力を図りながら、計画を推進してい
きます。

第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画を説明します
　市の「福祉に関する生涯学習出前講座の充実」、社会福祉協議会の「社協の出
前講座の実施」の事業において、「第２次地域福祉計画・地域福祉活動計画」を
説明する出前講座を実施します。市の出前講座を希望される方（原則10人以上の
団体・グループ等）は、社会福祉課社会福祉係（内線3221）へ。社会福祉協議会の出前講座をご希望の方
（概ね５人以上の地域住民および団体等が主催する集会やグループ等）は、同協議会（☎23-2526）へ。

出前講座

介
護
予
防
コ
ラ
ム

は
つ
ら
つ
★
ク
ッ
キ
ー
ス
マ
イ
ル

　

毎
回
市
内
で
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
の
活
動
を
し
て

い
る
方
に
お
話
を
伺
い
、
地
域
で
、
楽
し
く
は
つ
ら
つ
と

暮
ら
す
た
め
の
秘
訣
を
探
り
ま
す
。

株式会社健康創研
代表取締役・

健康運動指導士
菅野隆さん

➡

➡

写真ア写真イ

写真ウ
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教育振興基本計画策定委員会 教育振興基本計画の策定に関して必要な調査・審議 教育総務課
学校給食審議会 新学校給食センターの整備についての審議

学務課市立小・中学校学区等審議会 市立小・中学校の学区等について審議、委員公募（6人）
市立幼稚園保育料等検討委員会 市立幼稚園における３歳児保育についての審議、委員公募（6人）

障がい児就学支援委員会 障がいの状況に応じた教育が受けられるように教育措置の適正化を期すための
判断・支援 指導課

社会教育委員 社会教育に関する諸計画の審議等

生涯学習課
生涯学習推進会議 生涯学習の推進のための提言および生涯学習の推進に関する基本的な指針の策

定についての審議等
内下集会所運営委員会 集会所における事業の企画・運営について諮問し、管理運営への協力を得る
野久喜集会所運営委員会 集会所における事業の企画・運営について諮問し、管理運営への協力を得る
スポーツ推進審議会 スポーツの推進に関する事項等についての調査・審議、委員公募（5人）
文化財保護審議会 文化財保護に関する審議 文化財保護課
市立図書館協議会 図書館の運営に関する協議 中央図書館

■市民意見提出制度（パブリック・コメント）
　市が計画等の案を公表した上で、市民の皆さんからの意見を求め、提出された意見を考慮し、意思決定を行うと
ともに、意見に対する考え方を公表する制度です。

意見募集の案件名（施策の名称） 実施時期 担当課
総合振興計画・後期基本計画（案） 7月頃 企画政策課
久喜市男女共同参画行動計画（第2次）（案） 未定 人権推進課
久喜市情報化推進計画（案） 未定 管財課
久喜市地域公共交通計画（案） 未定 生活安全課
環境基本計画改訂（案） 未定 環境課

（仮称）久喜市障がい者計画・障がい福祉計画（案） 11月～12月 障がい者福祉課
高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画 11月頃 介護福祉課
久喜市公共下水道事業等中期経営計画（経営戦略）（案） 未定 下水道業務課
農業委員会の平成28年度の目標およびその達成に向けた活動の点検・評価（案） 5月頃

農業委員会事務局
農業委員会の平成29年度の目標およびその達成に向けた活動計画（案） 5月頃
第2期久喜市教育振興基本計画（案） 6月頃 教育総務課

■市民説明会
　市が条例や計画等の内容について説明を行った上で、これに対して市民の皆さんと市、
さらには市民の皆さん同士で意見交換を行うものです。

■ワークショップ
　市が施策に対して複数の市民の皆さんとの一定の合意形成を図るために、市民の皆さん
と市、または市民の皆さん同士の自由な議論を通して、意見・提案をいただく方法です。

■市民政策提案制度
　市が市民の皆さんに具体的な政策の提案を求め、提案された内容の検討を行い、意思決
定を行うとともに、提案に対する考え方を公表する制度です。

■その他の市民参加
　市民参加条例に規定された具体的な方法のほかに、アンケートの実施、フォーラムの開催など、その施策に合っ
た方法により、市が市民の皆さんの意見や提案を求めるものです。

市民参加を求める 
施策の名称 実施時期 内容 担当課

市民懇談会 7月1日・2日・8日 市政運営についての市民と市長等の意見交換

シティプロモーション課
久喜市ＬＯＶＥくき
ネットワーク 4月～平成30年3月 市のシティプロモーション事業についての協議や意

見交換等

くき市民特派員
4月～平成30年3月 市内の話題や催し物等の写真撮影と記事の作成

平成30年2月1日～28日 市民特派員の公募（8人）
総合教育会議 4月～平成30年3月 より一層の民意を反映した教育行政の推進 企画政策課

市民参加推進員
随時 市民参加推進員の公募

自治振興課
4月～平成30年3月 市民参加推進員への市民参加に関する情報の提供

久喜地域会議

4月～平成30年3月 地域の特色を生かした取り組みおよび地域の課題の
解決のための取り組みについての検討・協議

自治振興課
菖蒲地域会議 菖蒲総合支所総務管理課
栗橋地域会議 栗橋総合支所総務管理課
鷲宮地域会議 鷲宮総合支所総務管理課

広報くき、市民参加
コーナーおよび市ホ
ームページで随時お
知らせします。

�
︱
︱
︱
︱
︱
�
︱
︱
︱
︱
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　市民の皆さんが計画的に市政に参加できるように、今年度の市民参加の実施予定を公表します。詳しくは、広報
くき、市民参加コーナー（主要な公共施設に設置）および市ホームページの市民参加のページ（随時更新）で、そ
の都度お知らせします。皆さんの積極的な参加をお願いします。
問合せ　自治振興課自治振興係（内線2623）

■附属機関
　市民や学識経験者などの意見を行政運営に反映するために設けられた審議会や委員会などの機関をいいます。

附属機関の名称 内容 担当課
行政不服審査会 行政の処分に対してなされた審査請求に関する調査・審議 庶務課
総合振興計画審議会 総合振興計画・後期基本計画の策定に関する調査・審議

企画政策課
行政改革推進委員会 行政改革の推進に関する調査・審議

行政評価委員会 市が実施する行政評価システムおよび施策評価・事務事業評価についての検証、
委員公募（3人）

指定管理者候補者選定委員会 指定管理者の候補者の選定・審議
男女共同参画審議会 市の男女共同参画の推進に関する事項についての調査・審議 人権推進課
情報公開・個人情報保護運営審
議会

情報公開制度および個人情報保護制度の運用に関し必要な事項についての調査・
審議 公文書館

自治基本条例推進委員会 自治基本条例の運用・普及・見直しに関する事項の調査・審議、委員公募（5人） 自治振興課

青少年問題協議会 青少年の指導・育成・保護および矯正に関する総合的施策の適切な実施を期す
るために必要な関係行政機関相互の連絡調整 生活安全課

地域公共交通会議 市が行う公共交通施策の検討・協議
環境審議会 環境基本計画の中間見直しに関する調査・審議、委員公募（5人）

環境課
環境監査委員会 市の環境施策に関する調査・審議

ごみ処理検討委員会 久喜市ごみ処理施設整備基本構想の策定に関する調査・検討 ごみ処理施設建設
推進課

農業振興協議会 農業の振興に関する事項等についての審議 農業振興課
健康福祉推進委員会 健康福祉施策の推進に係る事項についての進行管理

社会福祉課民生委員推薦会 民生委員・児童委員(主任児童委員)候補者の審議・推薦
福祉オンブズパーソン 健康福祉サービスに関する苦情申立て等の調査・意見・勧告等
障害支援区分認定審査会 障害福祉サービスを受けるために必要な障害支援区分の審査・判定

障がい者福祉課
障がい者施策推進協議会 障がい者に関する施策の推進
老人ホーム入所判定委員会 老人ホーム入所措置の要否判定

介護福祉課
介護保険運営協議会 介護保険事業および高齢者福祉事業に関わる事項についての審議等

介護認定審査会 介護保険制度における要介護認定の審査・判定 介護福祉課 
各総合支所福祉課

児童福祉審議会 児童福祉に関する事項についての調査・審議
子育て支援課

児童館運営委員会 児童センター・鷲宮児童館の行う業務の企画および運営に関しての審議
休日夜間急患診療所運営委員会 診療所の円滑な運営に関する調査・審議、委員公募（3人）

健康医療課地域医療推進協議会 地域完結型医療の確立に向けた地域医療の推進に関する審議、委員公募（4人）
健康増進･食育推進会議 健康増進・食育推進計画の推進、委員公募（6人）
国民健康保険運営協議会 国民健康保険の運営に関する重要事項の審議 国民健康保険課
市営住宅入居者選考委員会 市営住宅入居予定者の選考等に関する審議 営繕課
都市計画審議会 都市計画に関する事項の調査・審議 都市計画課
液状化対策検討委員会 液状化被害のあった地区における液状化対策に関する事項について審議・検討

都市整備課久喜都市計画事業栗橋駅西（栗
橋地区）土地区画整理審議会 土地区画整理法において定められた事項についての審議

（仮称）本多静六記念　市民の
森・緑の公園整備検討委員会

(仮称)本多静六記念　市民の森・緑の公園の整備に関する基本計画等を策定する
ための調査・検討 公園緑地課

建築審査会 建築基準法に基づく許可の同意や審査請求に対する裁決についての議決、建築
基準法に関する重要事項の調査・審議 建築審査課

しょうぶ会館運営委員会 しょうぶ会館の運営に関し必要な事項についての調査・審議 しょうぶ会館
水道事業運営審議会 水道事業の運営に関する事項の審議 水道業務課
下水道・農業集落排水事業運営
審議会 下水道事業および農業集落排水事業の管理運営に関する重要な事項について審議 下水道業務課

平成29年度の市民参加計画を公表します
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■ 基本方針１　効率的・効果的な行政サービスの提供　全11項目
①市民との協働　自主防災組織の育成、介護予防ボランティアの育成
②民間活力の活用　民間委託の推進、市民課（総合窓口）業務に民間活用の
検討
③窓口サービスの効率化　マイナンバーカードの発行促進、証明書自動交付
機の見直し、日曜開庁の見直し、栗橋駅構内市民サービスコーナーの廃止
④行政サービスの向上　障がいを理由とする差別の解消の推進、幼保一体化
の推進、防災体制の充実

■ 基本方針２　効率的・効果的な行政運営　全16項目
①シティプロモーションの推進　シティプロモーションの推進、市政情報の
積極的な発信、広報紙のあり方の見直し
②行政運営の効率化・適正化　効率的・効果的な組織機構の構築、職員提案
制度の推進等
③人材育成の推進　職員定員管理の適正化、女性職員の管理職への登用推進等
④事務の効率化・高度化　時間外勤務の削減、電子入札の拡充等

■ 基本方針３　健全な財政運営　全23項目
①安定した財政運営　財政指標（経常収支比率・実質公債費比率）の目標値
の設定、市債の繰上げ償還の実施、スクラップ・アンド・ビルド予算編成の
推進、水道事業の健全経営、公共下水道事業・農業集落排水事業の健全経営等
②受益と負担の適正化　使用料・手数料の見直し、補助金・負担金等の見直
し、精査
③自主財源の確保　市税・国民健康保険税の収入未済額の圧縮、重点取組債
権の適正な管理、有料広告等の推進、ふるさと納税の受入れ推進等
④市有財産の有効活用・適正化　市有財産の有効活用の推進、公共施設アセッ
トマネジメントの推進、農業センター事業の廃止等

基本目標「持続可能な行政運営の実現」

主な数値目標
自主防災組織
の組織率

70.97％
（平成27年度）

➡

78.5％
（平成33年度）

職員数 920人
（平成28年４月１日）

908人
（平成32年４月１日）

経常収支比率※ 90.2％
（平成27年度決算）

平成32年度県平均値と90.2％を比較し、
低い方の比率（平成32年度決算）

　※財政の弾力性を判断するための指標

　　　　　　　　　　　　　　　財政効果目標額　10億4,539万8,000円� （単位：千円）

効果種別 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度 平成33年度 合　計

削減効果 39,310 80,691 114,284 147,859 30,359 412,503

増収効果 263,378 196,118 95,183 50,323 27,893 632,895

合計 302,688 276,809 209,467 198,182 58,252 1,045,398

・・・・行政改革の取組項目・・・・・・・・・・・・・・・・・
第
２
次
久
喜
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
久
喜
市
行
政
改
革
大
綱
（
平
成
24
～
28
年
度
）
に
基
づ
き
、
行
政
改
革
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
行
政
改
革
を
不
断
の
取
り
組
み
と
し
て
推
進
す
る
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま

で
を
計
画
期
間
と
す
る
、
第
２
次
久
喜
市
行
政
改
革
大
綱
（
以
下
、
大
綱
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
大
綱
に
基
づ
き
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
行
政
管
理
係
（
内
線
２
２
８
７
）
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◆
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
と
は
？

　

市
内
に
立
地
す
る
企
業
の
大
多

数
を
占
め
、
地
域
の
雇
用
と
経
済

を
支
え
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
地
域
社
会
の
担
い
手
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し

た
。

◆
な
ぜ
条
例
を
制
定
し
た
の
？

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進

行
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
、
経
済
・
社
会
構
造

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
持
続

的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
、
事
業
者
、
商
工
会
を
は
じ

め
農
協
や
金
融
機
関
な
ど
の
経
済

団
体
、
市
が
共
通
認
識
を
持
ち
、

協
働
し
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模

企
業
を
振
興
す
る
取
り
組
み
を
実

施
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
の
振
興
を
重
点
課
題

と
位
置
付
け
、
振
興
の
基
本
理
念

を
明
ら
か
に
し
、
地
域
社
会
の
発

展
と
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
施

策
を
総
合
的
に
実
施
す
る
た
め
に
、

こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

◆
い
つ
施
行
し
た
の
？

　

平
成
29
年
４
月
１
日
に
施
行
し

ま
し
た
。

◆
基
本
理
念
︵
中
小
企
業
・
小
規
模

　

企
業
振
興
の
考
え
方
︶
と
は
？

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
自
ら

の
創
意
工
夫
や
自
主
的
な
努
力
を

尊
重
し
て
、
そ
の
特
性
に
応
じ
た

総
合
的
な
施
策
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
、
事
業
者
、
経
済
団
体
、
市
が

連
携
、
協
働
し
て
推
進
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

◆
関
係
す
る
皆
さ
ん
の
役
割
は
？

　

関
係
す
る
皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
は
下
図
の
イ
メ
ー
ジ
に
な

り
ま
す
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
業
種　

全
て
の
業
種

補
助
率
・
金
額　

対
象
経
費
の

２
分
の
１
、
合
計
で
１
０
０
万

円
以
内

対
象
経
費　

家
賃
、
空
き
店
舗

の
内
装
・
外
装
の
改
装
費
、
広

報
費

※�

応
募
者
の
申
請
額
が
予
算
を

超
え
た
場
合
は
、
抽
選
等
に

よ
り
選
考
し
ま
す
。

申
込
期
間　

５
月
16
日
㈫
～
６

月
16
日
㈮　

消
印
有
効

申
込
方
法
・
問
合
せ　

申
請
書

（
商
工
観
光
課
で
配
布
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
商
工
観
光
課
商
工
労
働

係
（
〒
３
４
６

−

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
２
８

８
２
）
へ

市民の役割
● 市内で生産、製造、加工される製品を購入した

り、提供されるサービスを利用すること
● 中小企業・小規模企業によるイベントなどに積

極的に参加すること

市の責務
● 中小企業・小規模企業の振

興のための施策を推進する
こと

● 人材等の確保が特に必要で
あると思われる小規模企業
の事情に配慮するよう努め
ること

● 中小企業・小規模企業の受
注機会の増大に努めること

など

中小企業・小規模企業の役割
● 自主的に事業活動の向上や改善に

努めること
● 市内で生産、製造、加工される製

品や、提供される役務の利用に努
めること

● 商工会等の中小企業・小規模企業
支援団体等に加入するとともに、
暮らしやすい地域社会の実現に貢
献するよう努めること
　　　　　　　　　　　　　など

大企業の役割
● 市内で生産、製造、加工さ

れる製品や、提供される役
務の利用に努めること

● 地域社会を構成する一員と
して、社会的責任を自覚
し、暮らしやすい地域社会
の実現に貢献するよう努め
ること

など

経済団体等の役割
● 中小企業・小規模企業の経営の向

上や改善に積極的に取り組むこと
など

持
続
的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め

久
喜
市
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
基
本
条
例

を
制
定
し
ま
し
た

問
合
せ　

商
工
観
光
課
商
工
労
働
係
（
内
線
２
８
８
１
）

空
き
店
舗
を
活
用
し
た

創
業
を
支
援
し
ま
す
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空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
や
飼
い

犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
、
街
の
景
観

を
著
し
く
悪
化
さ
せ
、
衛
生
上
も

好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
「
久
喜
市
空
き
缶
等

の
ポ
イ
捨
て
及
び
飼
い
犬
の
ふ
ん

の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
定
め
、
空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て

や
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
を
禁
止

し
て
い
ま
す
。
空
き
缶
等
の
ポ
イ

捨
て
や
飼
い
犬
の
ふ
ん
の
放
置
は

大
変
迷
惑
な
行
為
で
す
の
で
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

（
内
線
２
８
２
６
）

ポ
イ
捨
て
、
犬
ふ
ん
の
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
を
実
施
し
ま
す

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

　

市
で
は
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
週
間
に
合
わ
せ
て
、
市

民
お
よ
び
市
内
各
協
力
団
体
が
協

力
し
て
行
う
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
・
ク
リ
ー

ン
久
喜
市
民
運
動
」
を
本
年
度
も

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈰　

８
時

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
４
日
㈰

※�

地
区
に
よ
っ
て
日
時
、
実
施
方

法
が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
容　

道
路
、
公
園
・
広
場
、
河

川
周
辺
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

（
内
線
２
８
２
６
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
２
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
６
）

　

（
公
社
）
埼
玉
県
緑
化
推
進
委

員
会
で
は
、苗
木
の
植
栽
や
配
布
、

緑
の
少
年
団
の
育
成
等
の
緑
化
運

動
を
推
進
し
、
緑
に
親
し
み
健
全

で
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
緑
の
募
金
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
企
画
係

（
内
線
２
８
２
４
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
６
）

◆
工
事
に
つ
い
て

　

公
文
書
館
改
修
工
事
は
、
工
事

を
２
期
に
分
け
て
実
施
し
ま
す
。

第
１
期
工
事
（
７
月
～
10
月
予
定
）

で
は
、
閲
覧
室
、
執
務
室
等
の
工

事
を
行
う
た
め
、
７
月
10
日
㈪
か

ら
第
１
期
工
事
終
了
（
10
月
下
旬

予
定
）
ま
で
、
閲
覧
室
お
よ
び
執

務
室
を
公
文
書
館
２
階
に
移
動
し

ま
す
。

　

ま
た
、
改
修
工
事
に
伴
い
、
公

文
書
館
の
入
口
も
、
下
記
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
改
修
工
事
期
間
中
も
、

情
報
公
開
の
請
求
や
歴
史
資
料
の

閲
覧
な
ど
の
公
文
書
館
業
務
は
、

通
常
通
り
行
い
ま
す
。

開
館
日　

月
曜
日
～
金
曜
日

開
館
時
間　

９
時
～
17
時

休
館
日　

土
・
日
曜
日
、
国
民
の

祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

１
月
３
日
）

◆
歴
史
資
料
は
閲
覧
で
き
ま
す

　

公
文
書
館
で
は
、
保
存
年
限
を

満
了
し
た
公
文
書
の
中
か
ら
、
歴

史
資
料
と
し
て
重
要
な
も
の
を
評

価
選
別
し
ま
す
。

　

評
価
選
別
し
、
整
理
・
保
存
さ

れ
た
歴
史
資
料
は
、
年
度
ご
と
に

目
録
を
作
成
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

申
請
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
閲

覧
で
き
ま
す
。
（
個
人
情
報
等
の

理
由
で
公
開
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
）

◆
公
文
書
館
所
蔵
の
歴
史
資
料

○
公
文
書

　

職
員
が
職
務
上
作
成
ま
た
は
取

得
し
た
文
書
、
図
面
、
写
真
等
で

す
。	

○
行
政
資
料

　

市
民
等
に
提
供
す
る
こ
と
を
目

的
に
作
成
し
た
広
報
紙
、
計
画
書
、

報
告
書
、
議
会
会
議
録
等
の
各
種

刊
行
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
す
。

公
文
書
館
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す

　

久
喜
市
公
文
書
館
は
、
開
か
れ
た
市
政
の
推
進
の
実
現
の
た
め
、
市
の
各
機
関
が
作
成
し
た
公
文
書
な
ど

の
歴
史
的
に
重
要
な
も
の
（
以
下
、
歴
史
資
料
）
を
整
理
・
保
存
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
平
成
５
年
10
月
１
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　

公
文
書
館
が
開
館
し
て
か
ら
23
年
が
経
過
し
、
文
書
保
管
庫
の
増
設
を
含
め
た
施
設
の
改
修
が
必
要
と
な

る
た
め
、
公
文
書
館
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
（
７
月
〜
12
月
予
定
）

問
合
せ　

公
文
書
館
公
文
書
係　

☎
23
・
５
０
１
０

市役所 埼玉県立久喜図書館

改修工事の
ため封鎖し
ます

公文書館職員と
連絡が取れる
インターホンが
あります。

公文書館

階段で２階へ
お上がりください。
公文書館職員と
連絡が取れる
インターホンが
あります。

入
口
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春
先
か
ら
６
月
頃
に
か
け
て
の

繁
殖
期
に
は
、
人
間
か
ら
ヒ
ナ
を

守
ろ
う
と
す
る
た
め
の
威
嚇
行
動

が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

カ
ラ
ス
の
威
嚇
行
動
の
例

①
大
き
な
声
で
鳴
く
。

②
鳴
き
な
が
ら
旋
回
す
る
。

③
止
ま
り
木
の
小
枝
を
折
る
。

④
枝
や
葉
を
落
と
す
。

⑤
に
ご
っ
た
声
を
出
す
。

　

多
く
の
場
合
、
こ
う
し
た
威
嚇

に
と
ど
ま
り
、
直
接
的
に
人
間
に

攻
撃
を
加
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
人
間
が
巣
の
存
在

に
気
づ
か
ず
、
カ
ラ
ス
の
威
嚇
行

動
を
無
視
し
続
け
た
場
合
に
、
攻

撃
的
に
な
っ
た
カ
ラ
ス
が
初
め
て

人
に
体
当
た
り
し
ま
す
。
攻
撃
の

仕
方
と
し
て
は
、
人
の
後
ろ
か
ら

頭
を
か
す
め
る
よ
う
に
飛
ん
で
い

き
ま
す
。
こ
れ
は
、
直
接
怪
我
を

負
わ
せ
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
慌

て
る
と
転
ん
だ
り
し
て
怪
我
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
冷
静
に
そ

の
場
か
ら
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
は
、
事
前
の
防
御
策
を

講
じ
る
こ
と
で
十
分
回
避
で
き
る

問
題
で
す
。

事
前
の
防
御
策
一
例

①�

巣
が
確
認
出
来
て
い
る
場
合
、

な
る
べ
く
迂
回
路
を
通
り
、
巣

を
避
け
る
。

②�

巣
の
近
く
を
通
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
は
、
傘
を
さ
す
・

帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
し
て
速
や

か
に
通
る
。

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
の
原
因
と

し
て
、餌
と
な
る
生
ゴ
ミ
が
増
え
、

数
が
多
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
餌
と

な
る
生
ゴ
ミ
を
と
ら
れ
な
い
よ
う

ネ
ッ
ト
や
シ
ー
ト
で
ゴ
ミ
を
覆
う

な
ど
の
対
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

餌
と
な
る
生
ゴ
ミ
が
食
べ
ら
れ
な

く
な
れ
ば
カ
ラ
ス
の
数
は
減
り
被

害
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
衛
生
係

（
内
線
２
８
２
７
）
／
各
総
合
支

所
環
境
経
済
課
（
菖
蒲
・
内
線
２

５
０
／
栗
橋
・
内
線
２
４
１
／
鷲

宮
・
内
線
２
２
７
）

カ
ラ
ス
の
威
嚇
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

路
上
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

　

喫
煙
マ
ナ
ー
を
守
ら
ず
に
路
上

喫
煙
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
ば

こ
の
吸
殻
の
散
乱
の
ほ
か
、
た
ば

こ
の
火
の
接
触
に
よ
る
や
け
ど
や

衣
類
等
の
焼
け
焦
げ
、
受
動
喫
煙

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
「
久
喜
市
路
上
喫
煙

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」に
よ
り
、

①
『
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
（
久
喜

駅
周
辺
）
』
内
で
喫
煙
す
る
こ
と

の
禁
止
（
指
定
喫
煙
場
所
を
除

く
）
、
②
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
を

除
く
市
内
全
域
の
路
上
等
で
は
、

『
携
帯
灰
皿
な
ど
を
使
用
し
な
い

喫
煙
』、『
歩
き
た
ば
こ
』
を
し
な

い
よ
う
努
め
る
こ
と
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

喫
煙
す
る
人
と
し
な
い
人
が
お

互
い
に
心
地
良
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
喫
煙
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

環
境
課
環
境
保
全
係

（
内
線
２
８
２
６
）

　

平
成
28
年
に
発
表
さ
れ
た
「
喫

煙
の
健
康
影
響
に
関
す
る
検
討
会

報
告
書
」
に
よ
る
と
、
喫
煙
は
、

肺
が
ん
や
胃
が
ん
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
が
ん
や
、
虚
血
性
心
疾
患
、

脳
卒
中
、
歯
周
病
、
糖
尿
病
な
ど

と
因
果
関
係
が
あ
る
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
動
喫
煙
（
他
人
の
た

ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ
る
こ
と
）

も
、
肺
が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
、

小
児
喘
息
、
乳
幼
児
突
然
死
症
候

群
な
ど
と
因
果
関
係
が
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
動
喫
煙
の
危
険
性
や
ニ
コ
チ

ン
の
依
存
症
を
ふ
ま
え
る
と
、
喫

煙
習
慣
は
個
人
の
嗜し

こ
う好
に
と
ど
ま

ら
な
い
健
康
問
題
で
あ
り
、
生
活

習
慣
病
を
予
防
す
る
上
で
も
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

妊
婦
の
喫
煙
は
、
早
産
や
低
出

生
体
重
児
・
胎
児
発
育
遅
延
な
ど

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
妊

婦
や
乳
幼
児
の
受
動
喫
煙
と
乳
幼

児
突
然
死
症
候
群
と
の
因
果
関
係

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
妊
婦
自
身
が
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
こ
と
、
受
動
喫
煙
に
注
意
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
27
年
の
国
民
健
康
・
栄
養

調
査
に
よ
る
と
、
現
在
習
慣
的
に

喫
煙
し
て
い
る
人
の
割
合
は
18
・

２
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
27
・

９
％
が
た
ば
こ
を
や
め
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

一
定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
健

康
保
険
等
を
使
っ
て
禁
煙
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

５
月
31
日
～
６
月
６
日
は
禁
煙
週
間

　

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
毎
年
５
月
31
日
を
「
世
界
禁
煙

デ
ー
」
と
定
め
、
日
本
で
は
毎
年
５
月
31
日
～
６
月
６
日
を
「
禁
煙

週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画
係
（
内
線
３
４
２
２
）

た
ば
こ
の
健
康
影
響

妊
婦
や
乳
幼
児
へ
の
影
響

禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

久喜市農業センター廃止のお知らせ
　久喜市農業センターは、施設設備の老朽化等に
より、平成30年３月31日をもちまして廃止となり
ます。
　なお、平成29年産作物に係る農作業受託は、こ
れまで通り行います。
問合せ　鷲宮総合支所環境経済課（内線223）
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○
納
税
相
談
は
お
早
め
に

　

税
金
は
、
納
税
者
の
皆
さ
ん
が

自
主
的
に
納
期
内
に
納
め
て
い
た

だ
く
も
の
で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ

て
か
ら
納
付
す
る
と
、
法
に
よ
り

本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
加
算
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

督
促
状
を
受
け
取
っ
て
、
税
金
を

滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し
て
い
る
と
、

勤
務
先
へ
の
給
与
照
会
や
生
命
保

険
等
の
財
産
調
査
が
行
わ
れ
、
差

し
押
さ
え
等
の
滞
納
処
分
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

お
困
り
の
事
情
が
あ
る
方
は
、

早
め
に
収
納
課
で
、
納
税
相
談
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
曜
開
庁
納
税
相
談
の
ご
案
内

　

納
税
に
つ
い
て
相
談
を
希
望
す

る
方
で
、
平
日
に
時
間
が
取
れ
な

い
場
合
は
、
日
曜
開
庁
納
税
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
曜
開
庁
相
談
窓
口
】

時
間　

８
時
30
分
～
12
時
／
13
時
～

17
時
15
分

場
所　

市
役
所
1
階
収
納
課

※�

開
庁
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○�
さ
ま
ざ
ま
な
納
付
方
法
が
あ
り

ま
す

◆
窓
口
納
付

　

市
役
所
・
各
総
合
支
所
・
取
扱

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
の
窓
口

　

た
だ
し
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
は
、
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド

が
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
取

扱
期
限
（
コ
ン
ビ
ニ
利
用
期
限
）

を
過
ぎ
た
場
合
、
納
付
書
１
枚
あ

た
り
の
税
額
が
30
万
円
を
超
え
る

場
合
な
ど
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
口
座
振
替
で
の
納
付

　

指
定
し
た
預
金
口
座
か
ら
自
動

的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。
一
度
手

続
き
を
す
れ
ば
、
翌
年
度
以
降
も

継
続
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

預
金
通
帳
ま
た
は

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
、
預
金
口
座

届
出
印
、
口
座
振
替
依
頼
書
・
申

込
書
を
持
参
の
上
、
直
接
取
扱
金

融
機
関
の
窓
口
へ

※�

納
期
限
日
に
振
替
が
で
き
な
か
っ

　

�

た
場
合
は
、
再
振
替
が
で
き
ま

せ
ん
。

◆
ペ
イ
ジ
ー
で
の
納
付

　

取
扱
金
融
機
関
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
（
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）、

モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
（
携
帯
電

話
）
や
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
）
か
ら
納
付
で
き
ま
す
。

※�

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
「
ヤ
フ
ー
公
金
支
払
い
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
接
続
し
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
情
報
な
ど
を

入
力
し
て
納
付
で
き
ま
す
。

※�

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

※�

納
付
金
額
に
応
じ
て
、
決
済
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

・
利
用
可
能
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

○�

身
体
も
し
く
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
る
方

　

身
体
も
し
く
は
精
神
に
障
が
い

が
あ
り
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
ま
た
は

生
計
を
共
に
す
る
家
族
の
方
が
所

有
す
る
軽
自
動
車
で
、
当
該
身
体

障
が
い
者
等
の
通
院
・
通
学
等
の

た
め
に
使
用
す
る
場
合
、
軽
自
動

車
税
が
減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
自
動
車
税
（
県
税
）
の

減
免
を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
納
税
通

知
書　

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ

か
の
手
帳　

③
運
転
免
許
証　

④

印
鑑　

⑤
別
居
の
場
合
は
生
計
が

同
一
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
書
類

（
源
泉
徴
収
票
等
）

○
公
益
法
人

　

公
益
の
た
め
に
直
接
専
用
す
る

も
の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車
の

場
合
、
軽
自
動
車
税
が
減
免
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
納
税
通

知
書　

②
減
免
を
必
要
と
す
る
事

由
を
証
明
す
る
も
の
（
設
立
許
可

書
等
）　

③
印
鑑

○
障
が
い
者
輸
送
用
改
造
車

　

そ
の
構
造
が
専
ら
身
体
障
が
い

者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
軽

自
動
車
の
場
合
、
軽
自
動
車
税
が

減
免
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の　

①
納
税
通

知
書　

②
構
造
が
身
体
障
が
い
者

等
の
利
用
に
供
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の

（
車
検
証
の
写
し
等
）　

③
印
鑑

【
共
通
】

申
請
方
法　

減
免
申
請
書
（
市
民

税
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
税
務
課

で
配
布
。
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。）に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
減
免
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

減
免
申
請
書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
入
が
必
要
で
す
。
記
入

の
際
は
、
併
せ
て
本
人
確
認
を
し

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
入
が

な
い
場
合
で
も
減
免
申
請
書
は
受

理
し
ま
す
。

　

前
年
度
に
減
免
を
受
け
た
方
も

手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

５
月
31
日
㈬

申
請
窓
口
・
問
合
せ　

市
民
税
課

諸
税
係
（
内
線
２
６
８
７
）
／
各

総
合
支
所
税
務
課
（
菖
蒲
・
内
線

１
３
０
／
栗
橋
・
内
線
２
２
５
／

鷲
宮
・
内
線
１
４
４
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
は
５
月
31
日
㈬
ま
で

～
税
が
支
え
る
み
ん
な
の
暮
ら
し
～

税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

市
税
は
皆
さ
ん
の
所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
公
平
に
負
担
す
る
も
の
で
す
。
身
近
な
道
路
や
公
園
の
整

備
を
は
じ
め
、
福
祉
や
教
育
、
保
健
、
消
防
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
納
め
る
税

金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
た
め
に
も
、
税
金
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
市
税
…
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

問
合
せ　

市
税
の
滞
納
・
納
税
相
談
に
関
す
る
こ
と
…
収
納
課
徴
収
係
（
内
線
２
７
４
６
）
／
市
税
の
納
付
方
法

に
関
す
る
こ
と
…
収
納
課
収
納
管
理
係
（
内
線
２
７
４
２
）
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人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

こ
ど
も
レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番
の
家
相
談
員
募
集

　

市
で
は
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
男
女
共
同
参

画
を
学
べ
る
機
会
の
提
供
を
図
る
た
め
、
毎

年
、体
験
学
習
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昨
年
さ
い
た
ま
市
に
開
館
し
た
造

幣
さ
い
た
ま
博
物
館
で
造
幣
の
歴
史
に
つ
い

て
な
ど
を
学
び
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
ま
す
。

日
程　

６
月
７
日
㈬　

市
役
所
８
時
30
分
出

発
～
造
幣
さ
い
た
ま
博
物
館
～
Ｊ
Ｒ
東
日
本

大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
～
市
役
所
17
時
帰

着
（
予
定
）

※
各
総
合
支
所
、
久
喜
駅
西
口
経
由
予
定
。

　

�

集
合
場
所
、
順
路
は
申
し
込
み
状
況
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
市
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

30
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

無
料　

※
昼
食
各
自
負
担

申
込
期
限　

５
月
24
日
㈬　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
に「
体
験
学
習
ツ
ア
ー
」・

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
乗
車
場

所
を
明
記
し
て
、
人
権
推
進
課
男
女
共
同
参

画
係
（
内
線
２
３
２
２
／
Ｆ
22
・
３
３
１
９

／
Ｅ
メ
ー
ルjinken@

city.kuki.lg.jp

）
へ

　

奈な

ら良
政ま

さ
と
し利
さ
ん
（
再
任
）
が
、
４
月
１
日

付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
市
民
の
中
か
ら
市
長
が

推
薦
し
、
議
会
の
議
決
を
経
て
法
務
大
臣
が

委
嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
人
権

相
談
や
人
権
尊
重
の
た
め
の
啓
発
活
動
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
法
務
局
久
喜
支
局
の
ほ

か
、
市
で
も
人
権
相
談
・
女
性
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
21
ペ
ー
ジ
の
無
料
相
談
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

６
月
１
日
は
、
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
自
由
人
権
思
想
の
普

及
高
揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
に
し
て
お
り
、

市
町
村
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た
委
員
を
法
務
大

臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

　

埼
玉
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
久
喜
協
議

会
で
は
、「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
に
、
人
権

に
関
す
る
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

期
日　

６
月
１
日
㈭

時
間
・
場
所　

久
喜
地
区
…
13
時
15
分
～
16

時
15
分
・
久
喜
総
合
文
化
会
館
会
議
室
／

菖
蒲
地
区
…
13
時
～
15
時
・
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
後
継
者
対
策
室
、
和
室
／

栗
橋
地
区
…
13
時
30
分
～
15
時
30
分
・
栗
橋

総
合
支
所
２
階
第
４
会
議
室
／
鷲
宮
地
区
…

10
時
～
15
時
・
鷲
宮
総
合
支
所
４
階
４
０
４

会
議
室

問
合
せ　

人
権
推
進
課
人
権
推
進
係
（
内
線

２
３
２
１
）／
各
総
合
支
所
総
務
管
理
課（
菖

蒲
・
内
線
２
３
１
／
栗
橋
・
内
線
３
２
２
／

鷲
宮
・
内
線
３
１
８
）

　

市
で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
や
女
性

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
緊
急
に
避
難
し

て
き
た
方
を
保
護
し
て
い
た
だ
く
「
こ
ど
も

レ
デ
ィ
ー
ス
１
１
０
番
の
家
相
談
員
」
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
の
活
動
内
容

・�

避
難
し
て
き
た
子
ど
も
や
女
性
を
保
護
し
、

安
全
を
確
保
す
る
。

・�

必
要
に
応
じ
て
学
校
や
避
難
者
の
家
族
に

連
絡
し
た
り
、
警
察
署
に
通
報
す
る
。

そ
の
他　

区
長
、
校
長
等
か
ら
の
推
薦
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
防
犯
係
（
内
線
２
６

３
７
）

男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
事
業

１
日
体
験
学
習
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集FAX

　

戦
争
で
親
を
失
っ
た
り
、
家
族
と
一
緒
に

生
活
で
き
な
か
っ
た
り
、
学
校
に
行
け
ず
働

い
て
生
活
を
支
え
た
り
、
飢
餓
で
苦
し
ん
で

い
た
り
厳
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
が
世
界
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
人
権
に
つ
い
て
は
、
１
９
８
９

年
に
第
44
回
国
際
連
合
総
会
で
制
定
さ
れ
た

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
に
お
い
て
、

「
子
ど
も
は
特
別
な
保
護
を
受
け
る
存
在
で

あ
る
と
と
も
に
、
自
ら
権
利
を
行
使
す
る
主

体
者
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
21

世
紀
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
達
が
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
近
年
の
日
本
で
は
少
子
化
や
核

家
族
化
の
進
行
、
地
域
の
子
育
て
機
能
の
低

下
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻

く
環
境
は
著
し
く
変
化
し
て
お
り
、
児
童
虐

待
、
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
の
人
権
侵
害
や
、

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど
も
を
め

ぐ
る
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
子
ど
も
に
対
す
る
人
権
侵
害
を

無
く
す
た
め
に
も
、
家
庭
や
学
校
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
視
点
に
立
っ
て
、

家
庭
や
子
育
て
へ
の
関
心
を
高
め
て
行
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
内
線
３
２
８
４
）
／
各
総
合
支
所
福
祉
課

（
菖
蒲
・
内
線
１
０
８
／
栗
橋
・
内
線
２
３

９
／
鷲
宮
・
内
線
１
６
６
）

～
大
切
に
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
人
権
～
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連
載

久
喜
歴
史
だ
よ
り（
第
67
回
）

　

今
よ
り
も
死
が
身
近
に
あ
っ
た

中
世
の
時
代
に
、
故
人
を
悼い

た

み
弔
っ

た
証
し
と
し
て
、
佐
間
小
草
原
遺
跡

出
土
の
「
蔵
骨
器
」
が
あ
り
ま
す
。

蔵
骨
器
と
は
、
火
葬
し
た
遺
骨
を

納
め
て
埋
葬
す
る
た
め
の
金
銅
製

や
陶
磁
器
製
の
容
器
、
つ
ま
り
骨

壺
の
こ
と
で
す
。

　

蔵
骨
器
が
発
見
さ
れ
た
佐
間
小

草
原
遺
跡
は
、
佐
間
地
区
の
字あ

ざ

小

草
原
に
あ
る
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代

に
か
け
て
の
遺
跡
で
、
昭
和
44
年

（
１
９
６
９
）
の
土
地
改
良
工
事

の
際
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
当
時

の
発
掘
調
査
で
は
、
37
基
の
板い

た
び碑

（
板い

た
い
し石
塔と

う
ば婆
）
と
共
に
、「
瀬
戸
製

灰
釉
瓶
子
」
と
「
常と

こ
な
め
せ
い

滑
製
大お

お
が
め甕
」

の
２
基
の
蔵
骨
器
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

　

瀬
戸
製
灰
釉
瓶
子
は
、
14
世
紀

後
半
に
製
作
さ
れ
た
淡
い
緑
色
の

瓶
子
で
す
。
瓶
子
は
本
来
酒
を
注そ

そ

ぐ
た
め
の
容
器
で
す
が
、
蔵
骨
器

に
転
用
さ
れ
た
と
き
に
、
注
ぎ
口

は
打
ち
欠
か
れ
た
よ
う
で
す
。
内

部
に
は
火
葬
さ
れ
た
人
骨
が
納
め

ら
れ
て
お
り
、
そ
の
脇
か
ら
明め

い
と
く徳

２
年
（
１
３
９
１
）
銘
の
阿あ

み

だ

弥
陀

一い
っ
そ
ん尊
種し

ゅ
じ子
板い

た
び碑
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
こ
の
板
碑
に
は
「
道
珎
沙し

ゃ
み弥
」

と
法ほ

う
み
ょ
う名
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
蔵
骨

器
の
被ひ

葬そ
う
し
ゃ者
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

も
う
一
方
の
常
滑
製
大
甕
は
、

15
世
紀
前
半
に
製
作
さ
れ
た
も
の

で
、
集
め
ら
れ
た
人
骨
が
納
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時
は
高
価
で
あ
っ
た
瀬
戸
産
・

常
滑
産
の
陶
器
を
蔵
骨
器
に
使
用

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
は

僧
侶
や
武
士
な
ど
の
身
分
の
高
い

人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

佐
間
小
草
原
遺
跡
出
土
の
蔵
骨

器
は
、
郷
土
資
料
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

問
合
せ　

郷
土
資
料
館　

☎
57
・

１
２
０
０

中
世
の
弔

と
む
ら

い
の
か
た
ち

佐さ

ま

こ

間
小
草く

さ

ば

ら原
遺い

せ

き跡
の
蔵ぞ

う

こ

つ骨
器き

▲瀬
せ と

戸製
せい

灰
かい

釉
ゆう

瓶
へ い し

子

１
久
喜
市
環
境
審
議
会
委
員

内
容　

環
境
に
関
す
る
計
画
等
の

審
議

募
集
人
数　

５
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
（
計
15
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
４
回
程
度

募
集
期
限　

５
月
31
日
㈬　

必
着

問
合
せ　

環
境
課
環
境
企
画
係
（
〒

３
４
６

−

８
５
０
１　

所
在
地
記

入
不
要
／
内
線
２
８
２
３
／
Ｆ
22
・

９
３
６
４
／
Ｅ
メ
ー
ルkankyo@

city.kuki.lg.jp

）

２�

久
喜
市
健
康
増
進
・
食
育
推
進

会
議
委
員

内
容　

第
２
次
久
喜
市
健
康
増
進
・

食
育
推
進
計
画
の
推
進
お
よ
び
そ

の
他
健
康
づ
く
り
・
食
育
に
関
す

る
事
業
の
推
進

募
集
人
数　

６
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
20
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
２
回
程
度

募
集
期
限　

６
月
14
日
㈬　

必
着

そ
の
他　

年
５
回
程
度
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
健
康
づ
く
り
・
食
育
推

進
に
関
す
る
事
業
の
企
画
・
運
営

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
希
望
者
の
み
）

問
合
せ　

健
康
医
療
課
健
康
企
画

係
（
〒
３
４
６

−

８
５
０
１　

所
在

地
記
入
不
要
／
内
線
３
４
２
２
／

Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ルkenko

iryo@
city.kuki.lg.jp

）

３
久
喜
市
地
域
医
療
推
進
協
議
会

　

委
員

内
容　

地
域
完
結
型
医
療
の
確
立

に
向
け
た
地
域
医
療
の
推
進
に
関

す
る
審
議

募
集
人
数　

４
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
13
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
１
・
２
回
程
度

募
集
期
限　

６
月
14
日
㈬　

必
着

問
合
せ　

健
康
医
療
課
地
域
医
療

係
（
〒
３
４
６

−
８
５
０
１　

所
在

地
記
入
不
要
／
内
線
３
４
２
４
／

Ｆ
22
・
３
３
１
９
／
Ｅ
メ
ー
ル

kenkoiryo@
city.kuki.lg.jp

）

４
久
喜
市
立
幼
稚
園
保
育
料
等
検

　

討
委
員
会
委
員

内
容　

３
歳
児
保
育
等
に
つ
い
て

の
審
議

募
集
人
数　

６
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、
学

識
経
験
者
な
ど
（
計
20
人
）

委
員
の
任
期　

答
申
終
了
ま
で

会
議
開
催
の
予
定　

５
回
程
度

募
集
期
限　

５
月
31
日
㈬　

消
印

有
効

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
〒
３
４

６

−

０
１
９
２　

所
在
地
記
入
不

要
／
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

３
２
／
Ｆ
85
・
１
７
８
８
／
Ｅ
メ
ー

ルgakum
u@
city.kuki.lg.jp

）

５
久
喜
市
立
小
・
中
学
校
学
区
等

　

審
議
会
委
員

内
容　

市
立
小
・
中
学
校
の
学
区

等
に
つ
い
て
の
審
議

募
集
人
数　

６
人

委
員
構
成　

公
募
に
よ
る
市
民
、

学
識
経
験
者
な
ど
（
計
20
人
）

委
員
の
任
期　

委
嘱
日
か
ら
２
年

会
議
開
催
の
予
定　

年
５
回
程
度

募
集
期
限　

５
月
31
日
㈬　

消
印

有
効

問
合
せ　

学
務
課
学
事
係
（
〒
３
４

６

−

０
１
９
２　

所
在
地
記
入
不

要
／
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内
線
３

３
３
／
Ｆ
85
・
１
７
８
８
／
Ｅ
メ
ー

ルgakum
u@
city.kuki.lg.jp

）

【
共
通
】

応
募
資
格　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
者

※�

既
に
５
つ
以
上
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
を
兼
任
し
て
い
る
方
は

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

報
酬　

日
額
６
０
０
０
円

応
募
方
法　

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
応
募

動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を
明
記

の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
各
問
い
合
わ

せ
先
へ

選
考
お
よ
び
結
果　

公
募
選
考
委

員
会
で
選
考
し
ま
す
。
選
考
結
果

は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

募
集し

ま
す

FAX

FAXFAX

FAXFAX
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市
で
は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト

等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ

る
市
内
の
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ

ス
ト
含
有
調
査
を
行
う
建
物
所
有

者
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
金
は
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
お
り
、
平
成
29
年
度
末

に
終
了
す
る
予
定
で
す
。
補
助
金

の
活
用
を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方

は
、
予
算
の
範
囲
内
で
の
補
助
金

の
交
付
と
な
り
ま
す
の
で
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
要
件
を
ご
確
認
の
う
え
、
お
早

め
に
ご
相
談
下
さ
い
。

補
助
金
額　

１
検
体
当
た
り
８
万

円
か
つ
１
棟
当
た
り
25
万
円
を
上
限

申
請
方
法
・
問
合
せ　

事
前
に
相

談
の
上
、
直
接
、
建
築
審
査
課
企

画
指
導
係
（
内
線
４
６
９
６
）
へ

　

６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
、

経
済
産
業
省
に
よ
る
工
業
統
計
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
製
造
業
を
営
む
事

業
所
を
対
象
に
、
そ
の
活
動
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
６
月
中
旬
に
か

け
て
、
県
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調

査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
統
計
係

（
内
線
２
２
８
５
）

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ

オレンジカフェに来てみませんか
　認知症の方やその家族、地域の方が集える場として、オ
レンジカフェを行います。ゆっくり話をしながら、情報交
換をしませんか。
日程　①５月15日㈪　14時～15時30分　②５月17日㈬　９
時30分～11時　③５月22日㈪　13時30分～15時
場所　①栗橋総合支所２階第４会議室　②中央公民館４階
会議室５　③森下公民館
内容　認知症に関する悩みや不安等を話すことで、本人や
介護者の負担が軽減できるよう参加者全員で話し合い、情
報交換します。
対象　市内在住の認知症の方とその家族、認知症の疑いの
ある方など、認知症サポーターで協力できる方
申込み  不要（直接会場へお越しください）
問合せ　①栗橋総合支所福祉課（内線234）　②介護福祉
課地域包括支援係（内線3272）　③菖蒲地域包括支援セン
ター　☎85－8131

　

20
歳
以
上
の
方
は
、学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的

に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ

る
過
程
）
に
在
学
す
る
方
で
す
。

ま
た
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。

申
請
時
の
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
申
請
が
で
き
、
学
生

証
、
印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、
市
役

所
市
民
課
（
総
合
窓
口
）、
各
総
合

支
所
お
よ
び
春
日
部
年
金
事
務
所

で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

就
職
な
ど
で
、
収
入
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受

け
取
る
年
金
を
増
額
す
る
た
め
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制

度
」
を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
合
せ　

春
日
部
年
金
事
務
所

☎
０
４
８
・
７
３
７
・
７
１
１
２

／
市
民
課
（
総
合
窓
口
）
市
民
係

（
内
線
２
６
６
３
）
／
各
総
合
支

所
市
民
課
（
菖
蒲
・
内
線
１
２
１

／
栗
橋
・
内
線
２
１
５
／
鷲
宮
・

内
線
１
２
６
）

年
金
コ
ラ
ム

学
生
納
付
特
例
制
度

民
間
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
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市
は
、
株
式
会
社
ゼ
ン
リ
ン
と
の
官
民
協

働
事
業
で
作
成
し
た
「
久
喜
市
暮
ら
し
の
便

利
帳
２
０
１
７
年
（
保
存
版
）」
を
、
株
式
会

社
Ｊ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア
ダ
イ
レ
ク
ト
を
通
じ
て
、

５
月
下
旬
に
市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

こ
の
冊
子
は
、
市
役
所
で
の
各
種
手
続
き

案
内
等
の
行
政
情
報
の
ほ
か
、地
域
の
生
活
・

観
光
情
報
を
１
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
冊
子
の
発
行
は
、
ご
協
賛
い
た
だ

き
ま
し
た
広
告
主
様
の
有
料
広
告
を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
の
財
政
負
担
を
伴
わ

ず
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

問
合
せ　

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
広
報

広
聴
係
（
内
線
５
９
１
３
）

「
久
喜
市
暮
ら
し
の
便
利
帳
２
０
１
７
年
（
保
存
版
）」
を

市
内
全
戸
に
配
布
し
ま
す

市
長
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
き
、
意
見
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

き
ょ
う
の
出
前
市
長
室

　

平
成
29
年
度
の
き
ょ
う
の
出
前
市
長
室
の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

久
喜
市
内
で
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
の

皆
さ
ん
、
市
長
と
日
ご
ろ
の
活
動
や
市
政
に

つ
い
て
の
考
え
な
ど
、
意
見
交
換
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時　

市
民
団
体
と
調
整
し
、決
定
し
ま
す
。

場
所　

市
民
団
体
が
手
配
す
る
市
内
の
公
共

施
設
等

応
募
要
件　

久
喜
市
内
で
活
動
す
る
市
民
団

体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

募
集
団
体
数　

久
喜
、
菖
蒲
、
栗
橋
お
よ
び

鷲
宮
地
区
の
各
地
区
１
団
体
（
先
着
順
）

※�

主
に
活
動
し
て
い
る
地
区
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
１
団
体
当
た
り
の
参
加
者
数

　

は
５
人
程
度
、対
話
時
間
は
約
30
分
で
す
。

　

�

ま
た
、
過
去
に
出
前
市
長
室
で
懇
談
し
た

団
体
は
除
き
ま
す
。

応
募
期
限　

希
望
日
の
２
か
月
前

応
募
方
法　

申
込
書
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。）
に
、
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
活
動
内
容
が
分
か
る
チ
ラ
シ
・
総
会
資

料
な
ど
を
添
え
て
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
課
広
報
広
聴
係
（
〒
３
４
６

−

８
５
０
１

所
在
地
記
入
不
要
／
内
線
５
９
１
１
／
Ｆ
22
・

１
１
１
８
／
Ｅ
メ
ー
ルcity-pro@

city.kuki.
lg.jp

）
へ

そ
の
他　

意
見
交
換
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

市
の
担
当
職
員
が
同
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
応
募
の
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し

ま
す
。

市長のNo.1訪問を実施しました

　市長が、市内で先進的な取り組みや個性的な取り組みを行っている事業者の現場を訪問し、事業の様子の
見学や意見交換を行う「市長のNo.1訪問」を実施しています。
　詳しくは、市ホームページにも紹介していますので、ぜひご覧くだ
さい。

■つむぎや■
　第３回目のつむぎや（土田物産株式会社　栗橋中央1－17－1）では、
埼玉県産の良質な小麦の味の良さをお客様に伝えようと６年前から始
めた、どら焼きやフィナンシェなどを製造する小麦粉おやつ工房を見学
した後、店舗で取り扱っている数々の小麦粉商品の説明を受けました。

■長島鋳物株式会社久喜事業所■
　第４回目は、マンホールの蓋等を製造する長島鋳物株式会社久喜事
業所（八甫２－34）を訪問しました。マンホールの専業メーカーとし
て、上下水道用の次世代コントロールテーパー鉄蓋の製造など、時代
のニーズに応えた数々の製品を開発しており、当日はマンホールの蓋
等の製造工程を見学した後、意見交換を行いました。

問合せ　シティプロモーション課広報広聴係（内線5911）

▲店舗で商品の説明を受ける様子

▲製造工程を見学する様子

FAX



広報  くき  2017（平成29年）.5❸�

～善意をありがとうございます～
★市民活動のために
　匿名希望さんから� 金10,000円
★福祉のために
　川上演歌クラブさん� 金14,948円

愛の泉

アイドル

アイドル

アイドル
わがやの

アイドルわがやの

粟
あ わ い は ら

飯原　綾
りょうのすけ

之輔ちゃん（３歳）
（桜田１）

年少さん応援してるね

藤
ふじかわ

川真
ま さ と

聡ちゃん（４歳）・（左）
　　瑞

み ず き

希ちゃん（３歳）・（右）
（八甫）

元気仲良し兄妹♡

コリアクッキング
いきいきサークル 43

　平成23年５月より韓国料理友の会でスタートし、はや
６年が経ち会の名称も新たに「コリアクッキング」とし
て毎月１回韓国料理を楽しく習って活動しています。
　韓国料理に欠かせない薬味、香辛料を「薬念」と表し
漢方薬材が自然な形で料理に使われており、四季折々の
さまざまな食材で発想を変え、目先を変え、リフレッシ
ュして新しいメニューが広がります。初心者、老若男女
問わず料理を通じて親睦が深まり「食」に対する関心度
をいっそう高め、おいしく食べて健康に役立つ料理を作
りましょう。
日時　毎月第３月曜日　９時30分～12時
場所　ふれあいセンター久喜２階調理実習室
問合せ　白

しら

井
い

　☎090－4618－5244

春風のもと、久喜マラソン大会行われる
 担当・蓮

は す み

見記者　　

　晴れて心地よい春風の吹く中、第２回久喜マラソン大
会が行われました。
　参加したランナーは、4,184人。当日のボランティアは
およそ1,000人。走っている人を見ると、高齢者と思われ
る人も少なからずいました。2017年８月にロンドンで開
催される世界選手権日本代表に選ばれた市内在住の川

かわ

内
うち

優
ゆう

輝
き

さんも母校鷲宮中学校陸上部時代のユニフォーム姿
で参加していました。
　沿道では、小旗を振っての応援者、市内高等学校のブ

ラスバンド部、街か
どコンサートの皆さ
ん、祭り太鼓の応援
隊など、市を挙げて
の大会になりました。

くき市民特派員レポート
久伊豆神社
 担当・川

かわ

羽
ば た

田記者　　

　北陸・上越新幹線が市内を通過していることをどのく
らいの市民の方が知っているでしょうか。熊谷駅付近か
ら元荒川沿いを市内まで南下しています。
　久伊豆神社は熊谷市から草加市付近までに分布し、久
喜市内にも７社あることが確認できます。江面に１社、
北中曽根に１社、北青柳に１社、除堀に１社、菖蒲町新
堀に２社、台に１社あります。
　興味深いのは、元荒川から綾瀬川左岸沿いに分布し、
逆を言えばそれ以外の地にはほとんど建てられていない

のです。（右岸は氷
川神社。）
　久喜駅をスタート
して、25km程で周
回することができる
ので、家族や仲間と
探検するのも面白い
です。
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写 真 ニュース写 真 ニュース

光
み つ き

木彩
あ や の

乃さん表敬訪問

　３月１日㈬、桐朋女子高等学校の光木彩乃さん（久喜市
在住）が、第18回ショパン国際ピアノコンクールinＡＳＩ
Ａ高校生部門に出場し、アジア大会で金賞に輝いたことを
報告するため、田中市長を表敬訪問しました。

田
た む ら

村美
み な み

南さん表敬訪問

　３月21日㈫、青毛小学校の田村美南さんが、第62回青少
年読書感想文全国コンクールにおいて、小学校中学年の部
で入選したことを報告するため、田中市長を表敬訪問しま
した。

　３月９日㈭、市はトーエイ物流株式会社と「久喜市とトー
エイ物流株式会社とのコンテンツを活用したブランド力向
上及び地域活性化に関する協力協定」を締結しました。
　また、３月30日㈭、トーエイ物流株式会社において、「久
喜市ＰＲラッピングトラック出発式」が行われました。
　久喜提燈祭り「天王様」と、あやめ・ラベンダーのブルー
フェスティバルがデザインされた２台のトラックで市の魅
力を発信し、地域の活性化につながることが期待されま
す。

久喜市ＰＲラッピングトラック

　３月19日㈰、第２回よろこびのまち久喜マラソン大会が
行われました。
　当日は市内外から総勢4184人ものランナーが参加し、沿
道からの声援や街かどコンサートの演奏に背中を押されな
がら、一生懸命ゴールを目指していました。
　また、ゲストランナーとして、世界陸上競技選手権・ロ
ンドン大会への出場が決まった川

かわうち

内優
ゆ う き

輝さんが参加し、母
校・鷲宮中学校のユニフォームに身を包み、ハーフ部門の
トップでゴールをしていました。

第２回よろこびのまち久喜マラソン大会
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お知らせ
久喜市役所☎22－1111
菖蒲総合支所☎85－1111
栗橋総合支所☎53－1111
鷲宮総合支所☎58－1111

　

ア
フ
リ
カ
で
は
、
昼
夜
の
寒
暖

差
が
激
し
く
、
た
く
さ
ん
の
被
災

民
が
命
を
守
る
１
枚
の
毛
布
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、
ま
だ

ま
だ
支
援
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
で
必
要
な
く
な
っ
た
毛

布
や
支
援
募
金
を
現
地
に
送
る
た

め
、
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

日
時　

５
月
28
㈰　

９
時
～
15
時

場
所　

市
役
所
駐
輪
場
前

協
力
し
て
い
た
だ
く
物
資
等　

洗

濯
さ
れ
た
シ
ン
グ
ル
サ
イ
ズ
の
毛

布
（
薄
い
綿
毛
布
や
毛
布
で
な
い

も
の
を
除
く
）

※�

同
時
に
輸
送
に
係
る
経
費
（
１

枚
１
０
０
０
円
）
と
東
日
本
大

震
災
支
援
募
金
を
行
い
ま
す
。

昨
年
の
収
集
等　

・
毛
布
収
集
枚
数
…
１
５
９
枚

・
輸
送
費
…
16
万
８
０
０
０
円

・
支
援
募
金
…
８
万
３
３
１
０
円

問
合
せ　

久
喜
加
須
ア
フ
リ
カ
へ

毛
布
を
送
る
会
（
久
喜
加
須
大
震

災
復
興
を
支
援
す
る
会
）　

間ま

中な
か

☎
22
・
３
９
２
０

　

大
麻
は
法
律
で
栽
培
、
所
持
な

ど
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
け

し
」
に
は
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
種
類
が
あ
り
ま
す
。
大

麻
や
栽
培
し
て
は
い
け
な
い
「
け

し
」を
発
見
し
た
ら
、最
寄
り
の
県

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

幸
手
保
健
所　

☎
42
・

１
１
０
１

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
は
、
子
育
て
の
手
助
け
を

し
て
ほ
し
い
方
と
お
手
伝
い
で
き

る
方
が
会
員
と
な
り
、
有
償
で
援

助
活
動
（
保
育
園
・
学
童
保
育
室

へ
の
送
迎
、
お
預
か
り
な
ど
）
を

行
う
事
業
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
入
会
希
望
者

向
け
の
説
明
会
を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
６
日
㈫　

10
時
～
12
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

視
聴
覚
室

申
込
期
限　

開
催
日
の
９
時

申
込
み
・
問
合
せ　

同
セ
ン
タ
ー

本
部　

☎
29
・
１
９
０
０

　

香
取
公
園
の
一
部
を
立
ち
入
り
制

限
し
、
野
鳥
や
野
草
を
保
護
し
て
い

ま
す
。
こ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
許

可
を
得
て
そ
の
一
画
に
入
り
、
樹
木

の
枝
払
い
や
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ
ミ

の
清
掃
、
外
来
種
植
物
の
駆
除
な
ど

を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈯　

９
時
香
取

公
園
入
り
口
広
場
（
ス
ー
パ
ー
マ
ル

サ
ン
側
）
集
合
～
12
時
終
了

※
小
雨
決
行

持
物　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長

靴
、
軍
手
、
草
刈
り
鎌
、
水
筒
、

防
虫
用
品
（
お
持
ち
の
方
）

主
催　

埼
玉
県
生
態
系
保
護
協
会

久
喜
支
部

申
込
み
・
問
合
せ　

同
協
会　

佐さ

伯え
き　

☎
23
・
０
２
１
２
／
田た

中な
か　

☎

22
・
８
３
９
５

　

消
費
生
活
に
関
す
る
研
修
会
の

開
催
や
消
費
生
活
の
改
善
、
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
消
費
者
被
害

防
止
や
環
境
問
題
に
取
り
組
む
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
交
流
を
深
め
る
た
め
、
次
の
ク

ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○�

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ　

毎

週
火
曜
日　

10
時
～
12
時

○�

薬
草
ク
ラ
ブ　

第
３
木
曜
日

　

�

13
時
～
15
時　

講
義
年
10
回
と

現
地
研
修
等

○�

料
理
ク
ラ
ブ　

月
１
回　

水
曜

日　

10
時
～
13
時

○�

和
装
ク
ラ
ブ　

毎
週
土
曜
日

　

�

10
時
～
12
時　

和
裁
２
回
、
着

付
け
２
回

○�

歌
謡
ク
ラ
ブ　

第
２・
３
火
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

○�

生
活
ク
ラ
ブ　

第
２
・
３
・
４
月

曜
日　

13
時
～
16
時
30
分

年
会
費　

１
０
０
０
円

申
込
期
間　
５
月
10
日
㈬
～
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

宮み
や

内う
ち　

☎
０

９
０
・
２
５
４
７
・
３
５
６
５

日
程　

５
月
30
日
㈫
～
６
月
21
日

㈬　

10
時
～
17
時
30
分

※
月
曜
日
休
館

場
所　

県
立
近
代
美
術
館
（
北
浦

和
駅
西
口
徒
歩
３
分
）

内
容　
日
本
画（
水
墨
画
含
む
）、洋
画

（
版
画
含
む
）、彫
刻
、
工
芸
、
書
（
篆て

ん

刻こ
く

・
刻
字
含
む
）、写
真
の
６
部
門

※�

詳
し
く
は
、県
展
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

５
月
1
日
～
６
月
30
日
は「
不
正

大
麻
・
け
し
撲
滅
運
動
」
期
間

久
喜
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
会
員

募
　
集

香か
ん
ど
り取
公
園
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
知
ら
せ

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る
運
動
と

東
日
本
大
震
災
支
援
募
金
に

ご
協
力
を

催
し
・
講
座

第
67
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会

　

�

（http://w
w
w
.pref.saitam

a.
lg.jp/f2216/geibunsai/kenten.
htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
生
涯
学
習
文
化
財
課

芸
術
文
化
推
進
担
当　

☎
０
４
８
・

８
３
０
・
６
９
２
１
／
Ｆ
０
４
８
・

８
３
０
・
４
９
６
５

日
時　

５
月
24
日
㈬　

①
10
時
15

分
～
11
時　

②
11
時
15
分
～
12
時

場
所　

ク
ッ
キ
ー
こ
ど
も
広
場

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定
員　

各
５
組

費
用　

３
０
０
円（
お
み
や
げ
付
）

申
込
み
・
問
合
せ　

ク
ッ
キ
ー
こ

ど
も
広
場　

☎
23
・
１
１
３
３

月
～
金
曜
日
…
10
時
～
15
時

費用の記載がない催し・講座、公共施設の催しは、全て無料です。

久
喜
市
く
ら
し
の
会
会
員

父
の
日
制
作

FAX



広報  くき  2017（平成29年）.5 �

　

視
覚
障
が
い
者
や
外
出
時
に
支

援
が
必
要
な
方
の
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
に
、
外
出
等
の
サ
ポ
ー

ト
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

を
行
い
ま
す
。

日
程　

６
月
９
日
㈮
・
16
日
㈮
・

22
日
㈭
・
30
日
㈮
、
７
月
７
日
㈮

全
５
回　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

対
象　

視
覚
障
が
い
者
の
ガ
イ
ド

法
や
車
い
す
の
操
作
な
ど
外
出
支

援
の
方
法
を
学
び
た
い
方

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

申
込
期
間　
５
月
10
日
㈬
～
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

久
喜
市
社
会

福
祉
協
議
会　

☎
23
・
２
５
２
６

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深

め
、
点
訳
活
動
を
行
う
た
め
に
必
要

な
知
識
と
技
術
を
学
習
し
ま
す
。

日
程　

６
月
６
日
㈫
・
20
日
㈫
・

27
日
㈫
、
７
月
４
日
㈫
・
12
日
㈬
・

18
日
㈫
・
25
日
㈫
、
８
月
２
日
㈬
・

９
日
㈬
・
22
日
㈫
・
29
日
㈫
、
９
月

５
日
㈫
・
13
日
㈬
・
19
日
㈫
・
26

㈫
、
10
月
11
日
㈬　

全
16
回　

13

時
30
分
～
15
時
30
分 

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
で
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

学
び
た
い
方

※
パ
ソ
コ
ン
点
訳
ソ
フ
ト
を
使
用

定
員　

20
人
（
申
込
順
）

費
用　

２
２
３
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
・
点
字
器
代
）
（
予
定
）

持
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
お
持

ち
の
方
）

申
込
期
間　
５
月
10
日
㈬
～
26
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ　

久
喜
市
社
会

福
祉
協
議
会　

☎
23
・
２
５
２
６

日
程　

５
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

６
月
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日
、

７
月
２
日　

各
日
曜
日　

全
８
回

13
時
～
15
時

場
所　

毎
日
興
業
ア
リ
ー
ナ
久
喜

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ（
第
1
体
育
館
）

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

久
喜
市
社
交
ダ
ン
ス
連
合

会
指
導
担
当
グ
ル
ー
プ

対
象　

20
歳
以
上

費
用　

１
０
０
０
円

持
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
（
タ

イ
ト
ス
カ
ー
ト
不
可
）、
室
内
用

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た
は
運
動
靴

※
女
性
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー
を
着
用

申
込
期
限　

５
月
13
日
㈯

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

同
会　

植う
え

原は
ら

（
☎
23
・
３
２
３
９
）

へ「
か
が
や
け　

え
が
お　

が
ん
ば

れ　

く
き
っ
こ
！
」

　

児
童
・
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習

の
成
果
を
精
一
杯
発
表
し
ま
す
。

日
時　

６
月
３
日
㈯　

９
時
50
分
～

14
時
10
分

※
雨
天
の
場
合
は
６
月
８
日
㈭

場
所　

同
校
校
庭
（
上
清
久
１
１

０
０
）

問
合
せ　

同
校　
☎
23
・
０
０
８
１

日
時　

５
月
27
日
㈯　

９
時
菖
蒲

総
合
支
所
前
駐
車
場
～
16
時

※
雨
天
決
行

内
容　

国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

（
約
２
時
間
程
）

※
市
バ
ス
で
移
動

対
象　

18
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

定
員　

25
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

※�

昨
年
度
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加

し
て
い
な
い
方
を
優
先

持
物　

靴
（
滑
り
に
く
い
も
の
）、

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
、
昼
食

参
加
費　

無
料

※
入
園
料
金
は
別
途
自
己
負
担

申
込
期
限　

５
月
18
日
㈭

申
込
方
法　

申
込
書
（
生
涯
学
習

課
ま
た
は
教
育
委
員
会
各
分
室

で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
各
窓
口
へ

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

振
興
係
（
菖
蒲
総
合
支
所
内
／
内

線
３
６
８
）
へ

期
日　

６
月
25
日
㈰

場
所　

久
喜
総
合
文
化
会
館

◆
Ａ
「
百
面
打
ち
大
会
」

時
間　

①
10
時
～
12
時　

②
13
時
～

15
時

定
員　

１
０
０
人
（
超
え
た
場
合

抽
選
）

費
用　

１
５
０
０
円

◆
Ｂ
「
親
子
囲
碁
入
門
教
室
」

時
間　

①
10
時
20
分
～
11
時
50
分

定
員　

15
組
（
超
え
た
場
合
抽
選

／
孫
と
の
ペ
ア
も
可
）

【
Ａ
・
Ｂ
共
通
】

申
込
期
間　

５
月
10
日
㈬
～
25
日
㈭

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
に
、
希
望
コ
ー
ス
Ａ
ま
た
は
Ｂ
・

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

棋
力
を
記
入
（
Ｂ
は
２
人
分
）
の

上
、
羽は

柴し
ば

（
〒
３
４
６

−

０
０
０

４　

久
喜
市
南
３
の
３
の
29
／
☎

23
・
５
１
９
１
／
Ｅ
メ
ー
ルkukiigo

m
aturi@

jcom
.zaq.ne.jp

）
へ

日
時　

５
月
13
日
㈯　
10
時
～
12
時

場
所　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
久
喜
店

内
容　

健
康
相
談
、
食
事
相
談
、

血
圧
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、

骨
密
度
測
定
、
健
康
に
関
す
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
「
看
護

の
日
」
チ
ラ
シ
入
り
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
グ
ッ
ズ
の
配
布

問
合
せ　

白
岡
中
央
総
合
病
院　

大お
お

木き　

☎
93
・
０
６
６
１

外
出
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
入
門
編
）

初
め
て
踊
る
方
の
た
め
の

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

第
３
回
久
喜
囲
碁
ま
つ
り

（
公
社
）
埼
玉
県
看
護
協
会

第
８
支
部
「
看
護
の
日
」

県
立
久
喜
特
別
支
援
学
校

第
33
回
運
動
会

ハ
イ
キ
ン
グ
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日
程　

①
第
２
木
曜
日
コ
ー
ス

②
第
３
木
曜
日
コ
ー
ス　

６
月
～

平
成
30
年
３
月
（
８
月
を
除
く
）

全
９
回　

９
時
30
分
～
12
時

※�

①
は
初
回
の
み
第
４
木
曜
日
６

月
22
日

場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
久
喜

２
階
調
理
実
習
室

講
師　

工く

藤ど
う

成せ
い

子こ

さ
ん（
栄
養
士
）

対
象　

60
歳
以
上
の
男
性
で
料
理

の
基
本
を
学
び
た
い
方

※�

た
だ
し
同
教
室
参
加
３
年
未
満

の
方

定
員　

各
16
人
（
超
え
た
場
合
抽

選
）

費
用　

各
６
０
０
円（
材
料
費
等
）

※�

初
回
の
み
別
途
４
５
０
円
（
年

間
保
険
料
）
が
必
要
で
す
。

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

筆
記
用
具

申
込
期
限　

５
月
24
日
㈬　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

往
復
は
が

き
（
１
人
１
葉
）
に
、
住
所
・
氏ふ

り

名が
な

・
生
年
月
日
・
電
話
番
号
・
希

望
す
る
コ
ー
ス
を
明
記
の
上
、
鶴か

く

寿じ
ゅ
そ
う荘
男
性
料
理
教
室
係
（
〒
３
４

６

−

０
０
２
４　

久
喜
市
北
青
柳

１
３
６
４
／
☎
23
・
６
２
８
８
）
へ

日
程　

６
月
～
11
月
の
第
１
・
３

土
曜
日
（
９
月
は
第
２
・
３
、
10

月
は
第
１
・
４
）　

13
時
～
16
時

場
所　

栗
橋
い
き
い
き
活
動
セ
ン

タ
ー
し
ず
か
館
体
育
館

内
容　

夏
祭
り
流
し
踊
り
・
老
人

ホ
ー
ム
慰
問
・
各
イ
ベ
ン
ト
参
加

の
練
習

申
込
み　

不
要
（
日
程
確
認
の
た

め
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
）

問
合
せ　

同
婦
人
会　

安あ
ん

藤ど
う　

☎

52
・
１
３
６
１

︱
中
央
公
民
館
︱

 
☎
21
・
１
５
５
０

◆�

初
め
て
の
陶
芸
教
室
～
陶
芸
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

日
程　

６
月
28
日
、
７
月
５
日
・

11
日
・
26
日
、
８
月
９
日　

各
水

曜
日
（
７
月
11
日
の
み
火
曜
日
）

全
５
回　

19
時
～
21
時

場
所　

創
作
室

内
容　

初
心
者
向
け
の
陶
芸
の
基

礎
を
学
び
、
お
皿
や
茶
碗
等
に
挑

戦
し
ま
す
。

講
師　

福ふ
く

田だ

英ひ
で

美み

さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

１
０
０
０
円
（
材
料
費
）

申
込
期
限　

５
月
31
日
㈬　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

官
製
は
が

き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
教
室
名
・

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話
番
号
・
在
勤

ま
た
は
在
学
の
方
は
勤
務
先
・
学
校

名
を
明
記
の
上
、
中
央
公
民
館
（
〒

３
４
６

−

０
０
０
３　

久
喜
中
央

４
の
７
の
７
／
Ｅ
メ
ー
ルchuo-ko

m
inkan@

city.kuki.lg.jp

）
へ

︱
青
葉
公
民
館
︱

◆
手
芸
教
室

日
程　

６
月
１
日
・
８
日　

各
木

曜
日　

全
２
回　

９
時
30
分
～
12
時

場
所　

会
議
室
１
・
２

内
容　

キ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
布
地
を

使
用
し
た
ポ
ー
チ
作
り

講
師　

細ほ
そ

田だ

美み

知ち

子こ

さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

全
２
回
参
加
で
き
る
方

定
員　

15
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

７
０
０
円
（
材
料
費
）

持
物　

糸
切
り
は
さ
み
、
物
差

し
、
筆
記
用
具

申
込
期
限　

５
月
17
日
㈬　

必
着

申
込
方
法
・
問
合
せ　

直
接
ま
た

は
官
製
は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル
（
ど

ち
ら
も
２
人
ま
で
）
に
事
業
名
・

住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
東
公
民
館
（
〒
３
４
６

−

０
０
１
６　

久
喜
市
久
喜
東
１
の

27
の
20
／
☎
21
・
８
０
３
０
／
Ｅ

メ
ー
ルkukihigashi-kom

inkan
@
city.kuki.lg.jp

）
へ

︱
森
下
公
民
館
︱

 

☎
85
・
７
８
１
１

◆�

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ヨ

ガ
教
室

日
程　

５
月
31
日
㈬
、
６
月
５
日

㈪
・
14
日
㈬　

10
時
～
11
時
30
分

場
所　

講
堂

講
師　

斉さ
い

藤と
う

ま
り
さ
ん

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

25
人（
超
え
た
場
合
抽
選
）

持
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス

タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
期
限　

5
月
21
日
㈰

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
・

Ｅ
メ
ー
ル
（
申
込
み
２
人
ま
で
）

に
、
教
室
名
・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、（
Ｅ
メ
ー
ル

shobum
orishita-kom

inkan@
city.kuki.lg.jp

）
へ

︱
栗
橋
公
民
館
︱

 

☎
52
・
０
０
６
１

◆
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室

日
程　

６
月
９
日
・
23
日　

各
金

曜
日
、
全
２
回　

13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所　

Ａ
１
０
２
号
室

内
容　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
作
成

講
師　

土つ
ち

屋や

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
（
綺き

ぬ布
パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
教
室
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

定
員　

15
人
（
超
え
た
場
合
抽
選
）

費
用　

５
０
０
円

持
物　

裁
縫
道
具

申
込
期
限　

５
月
25
日
㈭　

必
着

申
込
方
法　

官
製
は
が
き
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
に
「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教

室
」・
住
所
・
氏ふ

り
が
な名
・
電
話
番
号

を
明
記
の
上
、
栗
橋
公
民
館
（
〒

３
４
９

−

１
１
０
２　

久
喜
市
栗

橋
中
央
２
の
７
の
１
／
Ｅ
メ
ー
ル

kurihashi-kom
inkan@

city.
kuki.lg.jp

）
へ

男
性
料
理
教
室

公
共
施
設
の
催
し

公
民
館

栗
橋
連
合
婦
人
会

民
踊
教
室
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◆
健
康
体
操

日
時　

５
月
16
日
㈫　

13
時
～
14
時

内
容　

「
サ
プ
ナ
21
健
康
体
操
久

喜
」
に
よ
る
健
康
体
操

◆
健
康
相
談

日
時　

５
月
17
日
㈬　

13
時
30
分
～

15
時

内
容　

保
健
師
に
よ
る
血
圧
測

定
・
尿
検
査
、
健
康
相
談

◆
パ
ド
ル
健
康
体
操

日
時　

５
月
24
日
㈬　

10
時
～
11
時

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
道
具
を
使
っ

た
健
康
体
操

講
師　

小こ

林ば
や
し

靖や
す

子こ

さ
ん

※�

各
催
し
は
60
歳
以
上
の
方
が
参

加
で
き
ま
す
。

︱
し
み
ん
農
園
久
喜
（
緑
風
館
）
︱

◆
じ
ゃ
が
い
も
パ
ン
作
り
体
験

日
時　

６
月
１
日
㈭　

９
時
30
分
～

12
時
30
分

内
容　

じ
ゃ
が
い
も
を
包
み
こ
ん

だ
パ
ン
作
り

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

定
員　

12
人
（
申
込
順
）

費
用　

６
０
０
円

持
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、

ふ
き
ん
、
容
器
、
筆
記
用
具

申
込
開
始　

５
月
11
日
㈭　

12
時

30
分

申
込
方
法
・
問
合
せ　

電
話
で
、

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係
（
内
線

２
８
６
３
）
へ

※�

参
加
者
が
５
人
に
満
た
な
い
場

合
は
中
止
し
ま
す
。

◆�

ミ
ニ
お
は
な
し
タ
イ
ム
・
の
び

の
び
タ
イ
ム

日
時　

６
月
１
日
㈭　

11
時
～
11

時
30
分

内
容　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
「
あ
め
ふ

り
く
ま
の
こ
」
や
体
位
測
定
ほ
か

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

◆
プ
チ
ラ
ン
ド

日
時　

６
月
15
日
㈭　

10
時
30
分
～

11
時

場
所　

鷲
宮
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
さ
く
ら
）

内
容　

お
は
な
し
会（
か
わ
い
い
）

対
象　

幼
児
と
そ
の
保
護
者

︱
中
央
図
書
館
︱

 

☎
21
・
０
１
１
４

◆
名
作
映
画
会

日
時　

５
月
20
日
㈯　

14
時

場
所　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
私
の
頭
の
中
の
消
し
ゴ

ム
」（
２
０
０
４
年
韓
国
作
品
チ
ョ

ン
・
ウ
ソ
ン
ほ
か
）
１
１
７
分

定
員　

50
人（
当
日
会
場
先
着
順
）

し
み
ん
農
園

市
立
図
書
館

　
　

在
宅
ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

くらしの
110番
トラブル情報

【
相
談
事
例
】

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
作
成
す
る
在
宅
ワ
ー
ク

を
見
つ
け
、
登
録
し
て
業
者
の
研

修
を
受
け
た
。
す
る
と
、
自
分
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
た
方

が
よ
い
と
70
万
円
の
契
約
を
持
ち

掛
け
て
き
た
。
「
払
え
な
い
」
と

言
う
と
「
カ
ー
ド
会
社
か
ら
借
金

す
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
、
借
り

入
れ
を
し
て
支
払
っ
た
。
更
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

「
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
か
ら
１
５
０
万

円
借
り
て
支
払
え
」
と
電
話
が
入

り
、
「
も
う
払
え
な
い
」
と
い
う

と
「
個
人
情
報
を
ば
ら
す
」
と
脅

し
て
き
た
。ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

【
ポ
イ
ン
ト
】

　

在
宅
ワ
ー
ク
に
就
く
条
件
と
し

て
、
高
額
な
登
録
料
、
講
習
料
等

の
支
払
い
を
要
求
さ
れ
た
り
、
そ

の
支
払
い
の
た
め
に
借
金
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が

増
え
て
い
ま
す
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

①�

「
誰
に
で
も
で
き
る
、
簡
単
に

収
入
が
得
ら
れ
る
」
と
い
っ
た

甘
い
言
葉
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

②�

在
宅
ワ
ー
ク
を
始
め
る
時
は
、

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲

載
の
「
在
宅
ワ
ー
ク
の
適
正
な

実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

　

な
ど
を
参
照
し
ま
し
ょ
う
。

③�

登
録
料
、
講
習
料
、
教
材
費
な

ど
の
名
目
で
お
金
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④�

仕
事
を
始
め
る
際
に
高
額
の
負

担
を
要
求
さ
れ
た
ら
、
怪
し
い

業
者
で
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

困
っ
た
と
き
は
次
の
窓
口
へ

県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

☎
０
４
８
・
７
３
４
・
０
９
９
９

月
～
金
曜
日
／
９
時
～
16
時

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

21
ペ
ー

ジ
の
無
料
相
談
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

全
国
共
通
の
電
話
番
号
で
あ
る

１
８
８
番
で
も
お
近
く
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
へ
つ
な
が
り
ま

す
。
「
１
８
８
（
い
や
や
）
！

泣
き
寝
入
り
！
」
と
覚
え
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

生
活
安
全
課
市
民
生

活
・
青
少
年
係（
内
線
２
６
３
３
）

い
き
い
き
温
泉
久
喜

☎
22
・
７
９
３
３

鷲
宮
児
童
館

☎
58
・
７
０
５
４
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	 ●無　料　相　談

手
こ
の
マ
ー
ク
の
記
載
が
あ
る
事
業
は
、
手
話
通
訳
者
の
派
遣
が
可
能
な
事
業
で
す
。
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
各
事
業
実
施
日
の
10
日
前
ま
で
に
、
事
業
等
の
担
当
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

手

交通事故発生状況　３月　※（　）内は平成29年の累計
人　身　事　故 物損事故

件数 死者数 重傷者数 軽傷者数 件数
54

（156）
１
（１）

４
（14）

77
（183）

256
（849）

※上記は速報数値のため後日変更になる場合があります。

火災・救急統計速報　３月　※（　）内は平成29年の累計
建　物 ６（13） 急　病 377（1,135）

車両・船舶 ０（０） 交　通 55（ 169）
その他 ５（10） その他 175（ 552）
火災件数 11（23） 救急件数 607（1,856）

内　　　容 日時・日程 場　　　所 申込み・問合せ

人権相談・女性相談
※�右記の相談のほかに、６
月１日㈭に特設相談所
　�を開設します。詳しくは、
11ページをご覧ください。

５月10日㈬
13時15分～16時15分

久喜総合文化会館
会議室

人権推進課人権推進係
（内線2321）

５月17日㈬
10時～15時

農業者トレーニングセンター
後継者対策室・和室

菖蒲総合支所総務管理課
☎85−1111（内線231）

５月18日㈭
13時30分～15時30分

栗橋総合支所２階
第４会議室

栗橋総合支所総務管理課
☎53−1111（内線322）

５月22日㈪
９時30分～11時30分

鷲宮総合支所４階
405会議室

鷲宮総合支所総務管理課
☎58−1111（内線318）

女性の悩み
（カウンセリング）相談
【要予約】

５月26日㈮
13時～17時

市役所４階
相談室３

人権推進課男女共同参画係
（内線2322）

６月２日㈮
13時～17時
６月11日㈰
10時～15時

法律相談
【要予約】１か月前から
（１か月前が土・日曜日、
祝日にあたる場合は翌日の
平日から）

６月20日㈫
13時30分～16時30分

市役所４階
第３会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

７月３日㈪
13時30分～16時30分

市役所１階
相談室１・２

菖蒲総合支所４階
第３集会室

行政相談
（国などの行政サービスへ
の意見・要望に関すること）

５月16日㈫
9時30分～12時

栗橋総合支所２階
第１・２会議室

生活安全課
市民生活・青少年係
（内線2633）

鷲宮総合支所４階
405会議室

５月16日㈫
13時30分～16時

市役所４階
第３会議室

菖蒲総合支所４階
第２集会室

消費生活相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所３階
消費生活センター

※来室の際は、必ずお問い合わせ
ください。

消費生活センター　☎22－3925
※相談時間外のお問い合わせ先
は、生活安全課市民生活・青
少年係（内線2633）

年金相談
【要予約】

５月17日㈬
９時～12時／13時～15時

市役所１階
相談室１

市民課（総合窓口）市民係
（内線2663）

物忘れ相談
【要予約】６月16日㈮まで

６月20日㈫
９時～10時／10時30分～11時30分

ふれあいセンター久喜
会議室２・３

久喜市久喜東地域包括支援センター
☎23−8845
※定員４人、治療中の方は除く

生活困窮者自立支援相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
８時30分～17時15分

久喜市社会福祉協議会
（ふれあいセンター久喜内）
※緊急の場合を除き、来所の際は
お問い合わせください。

久喜市社会福祉協議会
☎23−2526

住宅耐震相談
（木造２階建て以下に限る）

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～12時／13時～17時

市役所第二庁舎１階
建築審査課

建築審査課企画指導係
☎22−1111（内線4695）

内職相談（あっせん） 毎週火・金曜日（祝日を除く）
10時～12時／13時～16時

市役所１階
相談室１・２

商工観光課商工労働係
（内線2881）

家庭児童相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

市役所１階子育て支援課
※電話相談可

子育て支援課子育て支援係
（内線3288）

子育て相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時30分

地域子育て支援センター
ぽかぽか／くぷる／すまいる

※電話相談可

地域子育て支援センター
ぽかぽか　☎21−8596
くぷる　　☎55−1147
すまいる　☎59−7510

児童相談 毎週月～金曜日（祝日・休館日を除く）
９時～16時

児童センター／鷲宮児童館
※電話相談可

児童センター　☎21−8181
鷲宮児童館　　☎58−7054

育児相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
９時～16時

各市立保育園  さくら☎21−0787／すみれ☎21−0120／ひまわり☎22−8246
※電話相談可  あおば☎22−2566／中央☎23−6030／中央分園☎21−7870〔 〕
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久喜市休日夜間急患診療所
☎＆FAX   21－9090

診療科目　内科・小児科
所在地　本町５－10－47（中央保健センター併設）
受付時間
○�18時30分～21時30分…５月７日㈰・14日㈰・
21日㈰・28日㈰、６月４日㈰
○�13時30分～16時30分、18時30分～21時30分…
５月３日㈷・４日㈷・５日㈷
診療時間　受付開始30分後�から終了30分後まで
※問い合わせは診療時間内にお願いします。

失禁予防体操をはじめませんか

　５月�26�日㈮　13時30分～15時
▶場所　農業者トレーニングセンター
▶内容　重

じゅうじょう

城泌尿器科クリニック排
はいせつ

泄ケア相談員　北
きたひろ

廣和
か ず え

江さん（同クリニック看護師長）による講話と失禁
　　　　予防体操実践
▶対象　市内在住者　　▶定員　50人（申込順）　　▶費用　無料
▶持物　筆記用具、飲み物、汗拭きタオル、運動靴
▶申込開始　５月10日㈬　９時　　▶申込方法　直接または電話で、菖蒲保健センターへ

問合せ　各保健センター 中央　☎21－₅3₅₄　菖蒲　☎₈₅－₇₀21
栗橋　☎₅2－₅₅₇₇　鷲宮　☎₅₈－₈₅21

＋10（プラス・テン）～今より10分多く体を動かそう！～
毎日どのくらい動いていますか？
　市では、平成27年に16歳以上の市民2000人を対象に、健康づくりに関する市民アンケート調査を行いました。調
査によると、日常生活の中で意識的に体を動かしている人は約７割ですが、20歳代～50歳代の働き盛りの世代では
７割未満となっています。また、30歳代では６割に届かず、低い傾向です。今一度、自分の生活を振り返ってみま
しょう。

＋10の４つの柱
①�気づく　日常生活の中にある、
体を動かす機会や環境に気づき
ましょう。
②�始める　今より、少しでも多く
体を動かすことを始めましょう。
③�達成する　目標は１日60分。高
齢者は40分が目標です。
④�つながる　家族や仲間と＋10を
共有すると、楽しさや喜びも増
します。

＋10（プラス・テン）とは
　今より10分多く体を動かすこと
です。普段から体を動かすことで、
生活習慣病やがん、うつ病や認知症
などになるリスクを下げることがで
きます。厚生労働省の健康づくりの
ための身体活動指針（アクティブガ
イド）でも推奨しています。
　市でも、３月に策定した「第２次
久喜市健康増進・食育推進計画」で
＋10の推進を掲げています。

　「ながら運動」とは、何かをしながらできる運動のこ
とです。朝５分、夜５分行うだけでも＋10になります。
　家では、テレビを見ながらストレッチ、歯磨きをし
ながらかかとの上げ下げ、外出時は大またで早く歩
く、エスカレーターではなく階段を使うなども、無理
なくできる「ながら運動」です。

　誰もが一度はやったことがあるラジオ体操。ラジオ
体操第一は約３分です。子どもから高齢者まで幅広い
世代ができる上、一つひとつの動きを意識して行うと
汗ばむくらいの運動量です。血行促進、肩こりや冷え
性の改善効果もあります。掛け声に合わせ、きびきび
と体を動かしましょう。

「ちょっと」を続けることが第一歩
　「ちょっと」素早く動くことを
意識すれば「有酸素運動」となり、
心肺機能を高め、脂肪を燃やしま
す。「ちょっと」力をこめてゆっ
くりと行えば、「筋トレ」となり、
「ちょっと」大きく伸ばすことは
「ストレッチ」になります。
　＋10を合言葉に、今日からいつ
もより「ちょっと」多く体を動か
してみませんか。

●大人を対象とする救急電話相談 ♯7000　☎048－824－4199
　受付時間　平日、土曜日…18時30分～22時30分
　　　　　　日曜日、祝日、年末年始…９時～22時30分
●小児救急電話相談 ♯8000　☎048－833－7911
　受付時間　�月～土曜日…19時～翌朝７時／日曜日、祝日、年末年始…７時～翌朝７時
●埼玉県救急医療情報センター
　（医療機関案内） ☎048－824－4199（24時間対応）

　歯科・精神科案内と医療相談は除く
●埼玉県精神科救急情報センター
　（緊急的な精神科医療相談・医療機関案内） ☎048－723－8699

　受付時間　月～金曜日…17時～翌朝８時30分
　　　　　　土・日曜日、祝日…８時30分～翌朝８時30分

さん（同クリニック看護師長）による講話と失禁

取り入れやすい「ながら運動」 ラジオ体操で３分間！



広報  くき  2017（平成29年）.5�

　各保健センターで行う事業は、原則としてその地区の住民の方の参加・受診が主になります。ほかの地区で参加
や受診を希望される場合は各保健センターにお問い合わせください。
　また、乳幼児の発育発達（運動面、言語面）について、医師、理学療法士、作業療法士、臨床心理士、言語聴覚
士による個別相談を実施しています。日程等については、各保健センターにお問い合わせください。
　不妊治療費助成事業を実施しています。詳細は、各保健センターにお問い合わせください。

手●健康コーナー 中央保健センター☎21－5354／菖蒲保健センター☎85－7021
栗橋保健センター☎52－5577／鷲宮保健センター☎58－8521

保健センターの保健事業　５月10日㈬～６月９日㈮（５月１日～９日は広報くき４月１日号に掲載済）

事業名 実施日時等 対象者等

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ５月25日㈭　受付：12時45分～13時45分 平成29年１月生まれ
１歳６か月児健康診査 ５月24日㈬　受付：12時45分～13時45分 平成27年11月生まれ
３歳児健康診査 ５月10日㈬　受付：12時45分～13時45分 平成26年１月８日～31日生まれ
乳幼児健康相談 ５月16日㈫　受付：9時30分～11時
ママ・パパ教室【要予約】 ５月17日㈬・23日㈫、６月１日㈭ 出産予定日が平成29年８月～10月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
食生活相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

菖
蒲
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ６月６日㈫　受付：12時30分～12時50分 平成29年１月～２月生まれ
10か月児健康診査 ５月15日㈪　受付：12時30分～12時50分 平成28年６月～７月生まれ
１歳６か月児健康診査 ５月10日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成27年９月～10月生まれ
３歳児健康診査 ６月７日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成26年１月～２月生まれ
乳幼児健康相談 ５月23日㈫　受付：13時30分～15時
むし歯予防教室 ５月24日㈬　受付：12時30分～12時50分 平成27年１月～４月生まれ
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者

栗
橋
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ５月23日㈫　受付：13時～13時30分 平成29年１月生まれ
10か月児健康診査 ６月６日㈫　受付：13時～13時30分 平成28年７月１日～８月19日生まれ
１歳６か月児健康診査 ５月16日㈫　受付：13時～13時30分 平成27年10月11日～11月20日生まれ
乳幼児健康相談 ５月22日㈪　受付：９時30分～11時
ママ・パパ教室【要予約】 ５月20日㈯・23日㈫、６月２日㈮ 妊娠15週以降の方

ウォーキング体操
５月11日㈭、６月１日㈭
　　　　　　①９時30分～10時30分
　　　　　　②10時40分～11時40分 

市内在住者

ダンベル体操 ５月18日㈭　①９時30分～10時30分
　　　　　　②10時40分～11時40分 市内在住者

成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
コアラ（障がいのある子
どもの保護者のつどい） ５月30日㈫　10時～11時30分 心や身体に気掛かりのある子どもの保護者

多胎児のつどい（双子・三
つ子の保護者のつどい）

５月10日㈬　10時30分～11時30分
場所：栗橋地域子育て支援センター
（くぷる内）

双子・三つ子の保護者

鷲
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

４か月児健康診査 ５月23日㈫　受付：13時～13時45分 平成29年１月生まれ
10か月児健康診査 ５月11日㈭　受付：13時～13時45分 平成28年７月生まれ
１歳６か月児健康診査 ５月24日㈬　受付：13時～13時45分 平成27年10月生まれ
３歳児健康診査 ５月12日㈮　受付：13時～13時45分 平成26年１月生まれ
乳幼児健康相談 ５月25日㈭　受付：９時30分～10時30分
離乳食のすすめ方教室
【要予約】 ６月２日㈮　10時～11時30分 ５〜７ヵ月児の保護者

むし歯予防教室【要予約】 ５月30日㈫　受付：12時50分～13時20分 平成27年１月～４月生まれ
ママ・パパ教室【要予約】 ５月10日㈬・16日㈫・20日㈯ 出産予定日が平成29年８月～９月の妊婦とその家族
成人健康相談【要予約】 毎週月～金曜日（祝日を除く）９時～16時 市内在住者
精神保健福祉士によるここ
ろの健康相談【要予約】 ５月26日㈮　13時30分～15時30分 意欲の低下やひきこもり傾向にある方等

※家族などからの相談も可
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 ■久喜市役所（本庁舎）
　〒346-8501 下早見85-3 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－3319
 ■久喜市役所（第二庁舎）
　〒346-0024 北青柳1404-7 ☎�0480－22－1111（代表）／■FAX   0480－22－0300
 ■菖蒲総合支所
　〒346-0192 菖蒲町新堀38 ☎�0480－85－1111（代表）／■FAX   0480－85－1806
 ■栗橋総合支所
　〒349-1192 間鎌251-1 ☎�0480－53－1111（代表）／■FAX   0480－52－6027
 ■鷲宮総合支所
　〒340-0295 鷲宮₆丁目1-1 ☎�0480－58－1111（代表）／■FAX   0480－58－2020

久喜市の人口
４月１日現在

（　）内は前月比

人　口 154,016人　（－80）
男　 76,909人　（－82）
女　 77,107人　（＋ 2）
世帯数 64,580世帯（＋213）

第16回
しょうぶポピーまつり

日程　５月７日㈰～６月３日㈯　９時～16時
場所　しょうぶ会館農園（ポピー畑）
内容　ポピーの無料花摘み、朝採り野菜の販売、
人権行灯・人権吹流しの掲出など
◆メインイベント
日時　５月13日㈯　開会式10時
内容　赤飯・豚汁の振る舞い、生き物つかみ取
り、スナップ写真サービスなど
問合せ　しょうぶ会館　☎85－0370

第２回市民大学公開講座
日時　５月20日㈯　受け付け９時50分／10時～11
時30分
場所　ふれあいセンター久喜会議室１・２
内容　歴史探訪「地域史に親しむ」
講師　林

はやし

貴
たか

史
し

さん（白岡市文化財保護委員）
対象　市内在住・在勤・在学者
定員　40人（申込順）
申込期間　５月10日㈬～19日㈮
申込方法・問合せ　直接または電話で、生涯学習課
生涯学習係（菖蒲総合支所内／内線365）へ

第35回久喜市鷲宮地区コミュニティ祭り
日時　５月14日㈰　10時～15時
場所　鷲宮総合支所駐車場、久喜市コミュニティ広場
※駐車場は鷲宮運動広場をご利用ください。
内容　ふれあいタイム［みま（コミックアコーディ
オン）］によるステージショー、スタンプラリー、
地震体験車、フワフワ、大抽選会、各コーナー（ア
トラクション、遊びチャレンジ、食べ物味自慢、フ
リーマーケット、企業公共機関等）、鷲宮中学校・
鷲宮東中学校吹奏楽部の演奏など
主催　鷲宮地区コミュニティ祭り実行委員会
問合せ　鷲宮総合支所市民課（内線133）

わしのみやコスモスフェスタ
実行委員募集

　10月に開催予定の「わしのみやコスモスフェスタ
2017（仮称）」の企画や運営に興味がある方を募集
します。
応募資格　市内在住で、夜間の会議に出席できる18
歳以上（高校生不可）の方
募集人数　５人程度　
会議開催の予定　月１回程度
募集期限　５月19日㈮
申込方法・問合せ　応募用紙（鷲宮総合支所環境経
済課で配布。市ホームページからダウンロード可）
に記入の上、直接または郵送・ＦＡＸで、鷲宮総合
支所環境経済課（〒340－0295　所在地記入不要／
内線224／ FAX58－8630）へ


